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饗業品目。船舶新造修理・陸舶用諸機械・鐡橋製品
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若島丸（飯野海重）

昭和25‘画0月15日竣工

日立造船因島工場建造

長128.00m

幅.17.50m

深ユ0d00.m

總噸数6,450T

速力 13kn

機開(タービン）定格
3,600S.IPJ

祇戸丸（日本海汽船）

昭和25年10月3日竣工

中日本重工榊戸造船所建造‘

全長113.65m

幅(型）17,50m
深(型)11.00m

總噸数4)800T

速力r航海)13kn

機關(タービン)3.600S｡IP.
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SAKURA

（パナマ・ノルトナ會祗）

昭和25年10月16日竣工

東日本重工横濱造船所建造
弓

全・長146.50m
幅19.20m

深． 11.90m,

總噸数5,976.83T･
速力(最大)1&347kn

機關横濱M.A.N・ヂーゼル）
7,000B.IPatlO5r.p.m.

協和丸・（協立汽船）

昭和25年10月9日進水

日本鋼管鎚見造船所建造

長（垂線間)127.00m

幅 17.80m

深 11.20m

總噸数5,300T

速](最大)14.25kn

機關(タービン)3,200S.IP｡
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吾妻丸（日本郵船）

昭和13年3月17日竣工一

峰三菱重工長崎造船所建造

長140.00m

幅19.00m

、深 12.30nl

總噸数6,646T

速力.18.5kn

機開(MSヂーゼル）－
8,0001P

、

L 、
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相 模丸 （日 本郵船）

昭和12年6月30日竣士

三菱重工械演造船所建造

長(垂線間)145.00m

幅（型）19.00m

深（型)12.50m

總噸数7,189.48T

蓮 力19.8kn

機關（ヂーゼル）
9,600BIP
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九リ'l1l丸"(大阪商船）

昭和12年12月19日進水

三菱亜エ長崎造船所趨置．

長 150.00m,

幅、19.00m
探 12.50m

總噸数8,900T
速力 19.85kn

機開（ヂーゼル)9,6001P
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山浦丸（山下汽船）
昭和13年3月竣工

浦賀船渠浦賀造船所建造

長′142.00m

幅18.00m･

深'10.27m

總噸數6,798T

速力、16.75kn

機關(夕Lピン）5.000座

､_炉学
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9浅香山丸（三井物産船舶部）

昭和12年9月竣工

三井玉野造船所建造

長 138.80m

幅18.90m.

深12.05m

總噸数8,709.32T

速力 19.78kn

馬力7,600IP
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p 國川丸（川崎汽船）

昭和12年11月竣工

川崎造船所建造

長145.00m

幅19.00m

深 12.20m

總噸数6,853T

速力 20kn

馬力 6,1001P
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高瑞丸（ 大同 海迩 ）

昭和12年2月竣エ

三菱長崎造船所建造

長'133.02m

幅 17.83m

深10.10･m

總唯鯉7,072.17T

速力 16,294kn

馬力 28001P
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金 華丸（國際汽船）
昭和13年2月28日竣工

紳戸川崎造船所建造
長155.00m

幅 1 9 . 0 0 m
深12.20m｡
總噸数9,301.78T

速力 21．5kn

馬力 9,2001P

(魔女航海に於て横濱･桑港間9日
19時間29分の航瀧噺記録を撤立)亭
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辰鳳丸（辰馬合賛）

昭和13年4月30日竣エ

三菱祁戸造船所建遥

長125.27m

I隔 17.07m

深・ 9:37m

總噸数7,886､91T

速力 17.79kn

機關（タービン)4,500"IP!
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有船舶

1i隻102,937重最噸

9隻29,984重逓噸

タンカー11隻102,937重塗噸

一貨物船9隻29,984重逓噸

飯野海運
1

，N歴 I

１
１

専務取締役

常務取締役

取締 役祗長俣野鯉柿

本証東京都千代田唾丸の内3丁目6番地

支店紳戸． 若松

出張所横演.小御大|仮．門司

服部

中澤

一
元
《
ハ

三

郎

本祓jil'戸市生田歴明石町38番地
電話元町2‘505番～2508番

東京支店・東京都千代田厘丸ノ内(丸ピル六階）
電話丸ノ内（23）2214番2275番
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取締役術k長山縣勝見

勲務取締役松本一郎

本祗刷1戸市生田三柴町通3の1
噛話元町6521～33571番

東京支店東京都壬代田磁有樂川r1の4
電話銀座〈57）6737～8
5018．6856‘6859
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改造船嶌眞集

迫

2A型改造貨物船

A.B.,N.K.船級永徳丸（日本郵船).
昭和25年10月10日引渡西日本重工長崎造船所改造
長128.00m 總噸数6,900afr

幅,18.20m速力(最大)11.50kn

ー 一口叩ローローp一

2T｣_'改造油漕船

B.V船吸せりあ．丸（日本油漕船）
昭和25年7月19日引渡日立造船櫻島エ場改進
長149.76m 總蛎鯉10,317T

幅20.40m 速力(誌璽輔)13.46kn

深11.10m機關(タービン)2,4001P(定格）深12.00m ・機關(タービン)5,0001P

2A型改造貨物船

A.B.船級豊永丸（日鐵汽船）

昭和25年9月15日引渡

浦賀船渠浦賀造船所改造

。長(垂線間）129.76m

幅 18.20m.

深 11.10m

總噸数6,772.80T

速 力10kn

機關（タービン）

2,400s.Ip.

2A型改造貨物船

A.B.船級山殿丸（山下汽船）

昭和25年9月19日引渡，

藤永田造船所改造

長(垂線間)128.00m

幅18､20m

深皿.10m

，總噸数6,810.28T

蓮力.13｡85kn
，

機關(〃崖ピン)2400IP(定格）
I
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2A型改造貨物船
A､B船級大江山丸（三井船舶）

昭和25年7月日引渡

石川烏造船所改造

長(唾線間|)128.00m
幅鯉)18.2()m
深（型)11.10m
總噸数6,880.93T
蓮]倣湖10kn'
機關(タニピン)2,4001P

I

’

､3A型改造貨物船

A.B・船級利根川丸（東洋海運）

昭和25年8月31日完工

川南工業香焼島造船所改造
‘長128.51m

幅18,20m

深11.10m
′總噸数.7,007.39T

・速力 13.365kn

機關（川崎ターヒン）
2,400Hj

己

2A型改造貨物船

AB.船級乾國丸轍汽船）

昭和25年10月6日引渡

藤永田造船所改造

長唾線間)12851m
幅 1 8 . 2 0 m

深11.1()･rn

総噸敷6,807.46T、
速力13.45kn

機關(タービン)．
2,4()OHP(定格）

舶 用
I

回i 温麿計各 菫‐‐

1
W

Q

b

U

bサ

a

－ロー
＝ ！

高臘度寒暖計

低温度寒暖計

隔測温度計

東京一計量器本赦
取京

趣話

振替

都新宿唾角筈2ノ60

淀橋（37）0488稀

口座東京196135審

－10－
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ヂーゼル用湿度計
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一船の科学一

返賓金による融資63億円を1隻当て

融賓艘価の7割とすれば，現船価か

ら計算して約17万トン乃至18万トン

．の新造が出来るがこれだけでは年間

40万トンの造船能力を維持すること

は出来ないので,,その不足分を鐵出
鯛の建造10万トン，本年度の見返資

金未勘定分から30億円を岬し'新
造蚤を,,万トン追加しそ,40万トン

‐の造搬能力に仕事を与えようとした

ノのでした。それが見返蚕金融蚕5割

|ということになって,新造計画が根
底からゆらいで総つたのですから，

造船界は対策なしといった形，海運
も汐

界は発注取消,金融界引しめとﾙ､う3

縮みの状態になって柊つたのです。

でも見返黄金63億の活用を見拾で

る気にもなれない海運界と造船界は
7割案を死守して,､蓮職当局をうな
がし，懸命に活路の打開に努めてい

ます。だ力”割融賛の復活は現在の
ところ,CTSの章認ずるところと
ならず，將来も望みがもてそうにあ
りません。

そこで,蓮鐵省は第6次新造計画
による見返蚕金を5割として鉛主の
公募を進ぬることにし2公募公告を
10月の9日に,'公募の受附開始を10

月23日に，締切を11月6日，公募内
容は第5次の場合に準じて行うが，

船型と速力は一応船主の希望通りと
し，審査は応募状況により決めるこ
とにしたのです。

だが船型種目を船主の希望通りに

ずるとはいっても，これは第6次新
造計画案が，鉛型を6千トン級以上

と限っていたのを，船主の要求を容
れて4千5百トン級の建造まで認敵

ることにしただけで，建造斐数は第

5亥邇り7隻を限度とし，実際は4

．5隻におさえる考えのようです。

また見返義金の融費が5割となる

と，第6亥新造鑓の枠はm7万トンか

ら21万5千トン或は24万3千トﾝに

ｻ増加します。21万5千トンは贈価ト

ン当り8万4千8百円とした場合で

あり，24万3千トンは紹価7万5千

円としての計算であります。運嚥省

はこの建造量増加のため，先に計画

した見返資金未勘定分からの流用30

億による11万トンの建造量追加を見
遥ることにしました。これは5制融

費で船主の自己調達が過重になるの
と,C証､Sの許可を得ることが困難
と見たためでありますQ

このようにして運轍省は第6次新

造の公募に乘り出したのですが，こ

れに応募ずる船主の動きはどうかと
いうと,.金融職関が調査したところ
では，7割案が実施されると謹想し

て新造希望を表明した船主は59祗，

隻数にすると72隻，49万6千トン，

この他鋸型や船種の関係による未決
定分を加えると80隻になりますが,,

船価の半額を自己賓金でまがなわね
嘘ならぬのでは，希望譜主の数も大

体10祗以内の大手筋に限られて来た

ようであります。これは船会祗の融

賓涜動からそう見られるというに過
ぎま'せんが，金融筋は船主の自己蚕
金3割調達の場合の議想においてす

ら第5次新造計画の総花式なやり方
に批判の目を向けていた位ですか

ら，5割融蚕どなっては銀行の単な
る採算面よりも，償金，保金という
ような深刻な面から考えて，最も重
点的な選択をする方針に傾いて来ま
した。

ことに造識所と関係の薄い興銀な

’10月のニュース解説
’

１
１

ｰ吉田精顯－

今月に入って最大のニュースと謂町尋

えば'CTSが2日附で蓮鐵省に対

し，第6亥新造船の見返賓金融資は
5割とするよう提示したことであり
ましょう。

第6次の新造に対する融資問題
は，9月のニュース解説で述べたご

とく，日本側は海運界も造船界も金
融界も共に7割融蚕を期待してう.そ
の準備を整えつつあった矢先なので
5割融賓のB,TS遁逹は晴天のへき
れきのごとく海運界と造船界に魎撃
をあたえました。

運鐵省も事態を憂慮して,.ただち

に遥総工業界，船主協会，銀行協会
のおも立った人々 を集め5割案の検
討を行いましたが，その結果は，7

繊謹駕謹鰯灘
したのであります｡．

この意見の一致により，運溌省は
関係業界とともに,CTSに対し7割融
識の復活を要請することになりまし
た｡だが7割融賓が絶対に必要だとす
る湿拠は，船主の自己賓金調達が1
隻の船価に対し3割から5割に鋤n
すると，船主の手持ち黄金や，船主
くあ探郵や，蚕金読逹力は限界を越え
て,新造発注が出来なくなるし,た
とえ蚕金力ある大手筋が織の意図
をいだいたとしても，この場合の金
融膣銀行側が不安がつで引しめるだ
ろうから，第6‘次の新造は，融賓を
5割に引下げて，新遥愛の枠をそれ
だ職概げることが出来ても，結果は
鋤に錨注め極端な滅少となって；実
施不能に陥るというのであります。
鞭実り第6次の新造計画案は,見

’

どは,特にこの傾向が騒ぐ ,船主経済

の立場から採算性や返済力があるか

どうかをも調査して融賓しようとす

る態旋を示しています。従って第6

次新造での融資は大手筋の発注に集

中することは避けが'たく，注文を受

ける造船所も大造船所に限られるこ

とにならざろを得な､､でありましょ
う｡そし郵態が老こまで進むと,7
割融賓の下で船主の自己蚕金調達目

標となっていた40億円は，長期賓金
ﾛ

－－18－

一
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として日歩3銭2厘,年’割2分ですとは謂うものの，船主も，造船業

から採算融賓とならず加えるに3ケ者も，金融筋も，さては運縁省当局

年償還というのでは，大手筋船主もも，見返融資7割案を全く放棄した
痛いに相違ない，するとこれはそののではありません。これが壼悉好ま

まま造鋸所側に響いて，大造船所でしぃ案として，その復活を狸く要
も'造船所当り鰡価8億円のものが2、求しているのでありま蕊従って7
隻も受注出来ればせいぜいでありま割か5割かの問題はなお最後的な決

しよう。ところが発注出来る艘主が定に至らず,艤局は来朝中の総司令

大手筋'0祇で,’造船所2隻あ受注と部経済顧問ドッヂ氏の採定をまつよ
なると5つの造船所にしか仕事が渡り外ないという所に来ているようで

らないわけであります｡すると,そす｡従って10月23｡日に公募受付を開
の他の造船所は新造の仕事が皆無と始することにしていた運織省も,,公
いうことになり，経営の危鑛がいよ募開始を一週間延期してもらいたい

いよ高まりますが，大造詔所の側もという業者側の要請もあったので，
受注が2隻程度では，採算がとれま公募開始日を1，月早々 にすることに
:せんから，’時的に危穫をまぬがれ延期しました。
たとしても事実上は重大な危磯に直 しかし,CTSが7割案を承知し
面することになるというのが金融筋ない理由が,遥鯉と海運に対し日本
‘の見方であります。 の経済力を越えた保談を政漿的に伽
しかし,第6次新造に対する船主えようとすることは造船力と権蓮'〕

造船両界の執着は彊く，両者は緊密の正常な維持発展の方法でなく，か
な遼絡をとって,対策を捻り続けて・えって｡本経済の將来に鯛を残すと
いました。そして西下中であった一いうのだとすれば，日本側の要請は
万田日銀総裁の帰京を迎えて，川北承諾されないでありましょう。事実
興銀頭取を加えj協議を行った繪果運識省や業界の陳情懇請にもかかわ
5割融賓に従うことになると，市中らず，7割復活の望みは絶望のよう
銀行からの認壷限度は40億である上です。従って今後は国内金融の面で
に,本年度内での実際融蚕はその5CTSの諒解を得る方向に転換する
割2噸しか出ないから，年度内に見外はない事になります。
返蚕金の63億を活南しようとしても‐では鋪6次新造計画と共に譲定さ

27億ほどは相手がなく，実際には融れている職出諾の建造はどういう具
賓不能ということになる。これは非合なのでしょうか，話をこの方へ向
常に邇憾であるから，第6次新造のけて見ましょう。
公募期間を今のように2遁間と限定、日本の鉛価より1割方安いと詔わ
せず，市中銀行かiら般主が自己賓金れた英国造総の譜価が，国際軍需の
調達をなし得たものから，錘次新造インフレ傾向で最近はトン当り9万
を許可し，63億円全部を消化するよ円に罐ね上り，トン当り8万円の日本

船価を凌總する有探なので，2千トう公募期間に弾力を与えるように，
関係方面と葉に折価することにしだン型沿岸用タンカー9隻の落札を見
のであります｡そしてこの案は，こ，たほか，ブラジル大型タンカー錐
れが実現しなければ，金融椴関と船め各国の注文引合いが活発に動き出
主の双方に準備が整わず，結局第6し三重工，三井玉野，川崎重エなど
亥新造は実現しないというのですかはようやく落札可能という見蓮じを
ら’或意味では最後的な案といえるいだくようになりました。
でしょう。これは明に鋪6次新造が蓑金面の

－－－1 9－

、

8

－10月のニュース解読一
、

困難によって最維決定に至らない造
船界にとって欣ぱしいことです。

だがこの耳寄りなニュースも，そ

の内実をうかがうと，ポシド切上説

の流布で，一面ポンドの思惑買いが

起り，引合がまとまらず，ポンドの

切上げ待ちという型であります。

ところが’折りもおり，古紹のロ

ンドン市況がまた著しい安値を見せ

ています。9千トン型，総令10年程

度のも’のが，デイゼル，タービンと

もに日本船の半額という有様なので

す｡′日本の船会祇がこれに,目を付け

て，ひそかに照会引合いを行ってい

るというのです。新造蓑金ゐ手配難
に嫌や気の生じた船主逹が，船価嵩

や金利高による採算割れから,｡こう

した動きをするのも無理ではないで

しょう。三井船舶のタリスマン号落

札の許可が，この方向の第一歩とし

て蹴燃調麓繍寄
るかどうか,許可した場合犠入識を

どうするか，これらの点に困難が見

られるので，その成り行きは譲測'し

難いようです。でも政府内部にも古
船の韓入を支持する者があるから，

第6次新造とかぢんで日本遥総にと

り深く考えさせられること柄であり
ます。

次ぎに9月から引き銃き問題とな

っていた低性向認の買入れは,鰡主
の売船申込みを9月30日で打切りま

したが，運鐵省は売船申込みﾕ58鍵
448,481トンに逵したと発表しまし

た。これは最初の目標60万トンの'3

分の2の40万トンを上廻っているの
で’この程度ならと愁眉を開いた態
であります。・

それから低性能瀞公募のため．1
ケ月延期された繋船桶給金〔月間1

脇厩廼富勉蛎撫
りますと，運鐙調整を何に求めるか
が問題であります｡現在考えら汎て
､､る韮同繋船方式も亦中々 実現の困
難が蕊想されます。，
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外航配 船特集

外 航 配 船 と日本の立場

へ

、伊藤鐘雄
〆

〆

はしがきほどなく下落し始め,再び動乱前の水準へ戻り,この頃で
本誌が創刊してから早くも2年，運諭省の監修の本には逆に下りつ畠ある。動乱の結果世界海運市況はや畠好

健全な発展を錘げ,･こ皇に外航配船を記念して2周年号転したのにこのような動きを示しているのも，ひつきよ

の発刊を見ることほ誠に‘同慶の至りである。筆者は現在うするに外航が思うように伸びていないからであろうと

旧本に於ける外航事妖を講述し読者とともに,至難な途思う6

を歩みつゞ ある本邦海運の状況を概観して見よう。 然し敗戦後の本邦船の外航配艘の増加については，政

英国並びにスカンヂナビヤ諸国と共に，わが国の国民治的にはむろんのこと，また経済的にも問題が多い。私

経済の海運への依存は，戦前においても極めて深刻なもは経済的なファクターとして世界海運の動向特に市況の
のであったが,"敗戦の結果ソ台湾，朝鮮及び満洲の三宝推移を見,政治的な問題として外航配般に関して,課せ
庫を失った今日,一層深刻になったということができる。』られ之いる諸種の制約を明かにし，以って本邦海運当面
即ち，戦前においては海運收入は商品貿易の入超尻をの問題の焦点を明かにじてみようと思う。

調整した唯一の受失勘定であったが，それだけの海運 戦後の世界貿易並びに海運事情特に市況概観

收入があげられるためには本邦対外貿易の約65兆と,更 （1）戦後世界船腹概観

に迩賃收入の点において本邦諭出章易より確保された通 世界船腹は今次大戦の結果，第1表に示す邇り約1千

貨にほぎ等しい收入を礎得するほどの外国間貿易の織迭万総噸の増加をみたのであるが，戦箏によって優秀貨物
に本邦商飴除が鉈事していたからである。 船を失った欧州海運国の造船熱は旺盛で年間約200万総

然るに今回本邦対外貿易は戦しい赤字を告げているに噸の新造船が造られて来たので，船腹は更に増加の一途
もか陰わらず，その約9割謹が外国艦によって嶽迭されを辿りつ畠あり,非常な船腹過剰を来し,逢に米国におい
ており，日本船は僅かに1

割弱を担当しているに過ぎ

ない。‐斜

ノわが国の経済の自立が達

成されるためには，スイス

の時計の如く原材料が僅少
ですみ，且高度の熟練エを

必要とし，ために他国の真
似のできないような優秀
“煎出産業の振興が最も望
ましいのであるが，今日の

日本の科学の進歩の程度に、
おいては，さしづめ,.賀易
外收入によってカバーする
外はなく，従って，海運の
復興は焦眉の急を要する問
題であると思う。

朝鮮動乱が勃発するや海
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一外航配般特集－1

ぬ活況を示したのであるが，マーシヤル・プランの効果『

が現われ始め，英国の石炭が出廻るようになづて，この

アブノーマルな荷動きも止まり，貿易はほ蟹正常化して

来たが弗不足の結果，賓易は伸びなやんでおり，東洋に

おいては中共の内乱により，支那市場は開拓されず，世

界的に貿易は不振である。

（3）朝鮮動乱の影響

朝鮮動乱の結果，生糸は約50％の値上りを示し，米国

の物価は総じて上昇し始めたようであるが，最近や畠頭

打ちの感じであり，海運市況も動乱の影響が現われ始め

たのは7月中旬からである。また上昇率も比較的緩慢で

あり，前2回の世界大戦とは事情を異にしているようで

ある。動乱は局地的のものであり，原則と｡して第3亥世

界大戦にまで発展することはないという見邇しが常識と
、，弓

なっているからではないかと思われる。それにしても動

乱が好影響を与こたことは事実である。

プレート/英欧，ヅングン/日本及び大型船用殼料の推
移を見るとまた第2表，第3表及び第4表に示す通りで

一

竜
一

對
顎
蒻
套

’
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

冒
岼
咋
峠
母
』

９
雑
０
７

勾
屯
》
●
○

寺
》
ざ

９
７
２

１１
１
１

斗
擁
ぷ
さ
９
２
２
７
垂

争
い
今
小
埜
鉛
２

１

ｓ
４

．

ｏ

ａ

Ｕ

◆

ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ

皿
％
２
２
４
４
Ｊ
７
●
凸

、
崎
潅
４
ヶ
針
紳
２
’
２

０
鳳
域
ざ

１
世
に

鑿
雲
霞

筐

、

第’表(B)各画保有率の推移表

ては約1,500隻，1,500万D/Wの繋船を生じ，欧州海運

国においても若干の繋諾を見るに至っている。
（2）戦後貿易事情概観

欧州の生産力が戦争によって破壊された結果,西半球

より東半球への援助物賓が大量に動き，石炭も月間300
万砿が大西洋を渡ったというアブノーマルな荷動きを:示

し，この他に殻類も月間4千兆〔戦前の2倍〕・も動いた

ので，総腹需要も大きく，
ｰ

や

ために米国海運界は時ならある。

一

第2表不定期運賃市況の推移
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註、郵船，三菱．山下提供養料に依る。

3．50～2．70 3.25～2．50

来1949年までは逐年悪化し,ユ9淨年においては逢に1割
程度となっている｡

ガリオア及びイロア物蓑を入れてではあるが，貿易が
大きな赤字を告げて$､る今日，これでは自立経済の逹成
は到底覚束なく，まことに由々 しき問題である。

日本海運営面の問題

（1）本邦対外鍾易への日,本船の参加割合

第5表は外航船の荷役実績に基いて，本邦対外貿易に

対する日本船の参加割合を示したものであるが，鰺戦以

－21－

一一 一一ニューー
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二

1

一 艦の科孝一

津5表外国紐と日本鋸の外國貿易貨物荷役比率 けることであるが，司令部が本邦

｜■■7…年’沌學7ブ瓢…’…1海運業者のダンピング防止のため
｜:－，…｡‐…．”"“蟻｡”"ﾊ織"“

号昼■■『_”･

に時炉注意されているようであつ

’外国譜!"777242"""322qM/3""7'…“"""K737".'"て，むろんこれは好意から出た老
滋，2ga34""2，軍522"7gj4."7"=3"7乙|7f"婆心に基くものであるが，業者は

日系鉛，“〃（"7芯〃43""372/298"6I6385Z:23ソヲ'7"""77この点についてより自由を欲して
シ,も2z‘’8”“7，”〃顕．Jおノ27G"02““々 が′〃7いるようである。

‘合計尼27‐〃”〃“港“・47Jaf"7"75Z"3&"74ﾙ"82,477al" むろん業界はダンピングの汚名

｜,'％｜''‘||''’’‘’’‘‘‘‘’''‘′′，'‘‘’‘‘′”‘"|'"｜を冠せられ排斥されることがない

〔箪鍾千ﾌ゚ﾚーﾄ‘"〕溌鷲謝脅E鶏↑甸

術琴1．通轄省港湾局調

2．稔出については日本船の:比率が比較的よいがこれは輸出商品量が極．駁出来ないことも競争上大きな不
めて少<且つ，こ.の中に朝鮮向の石炭が大部分を占めているので日利となっている。
本船の比率がよくなっているのである。（3）商船陰の整備

周知の如く，総司令部の好意ある取計いによって，本目下クラス●ボートは8月現在において僅かに44隻
邦紹の対外配緩は逐年増加し，9"月初頭には貨物船33万．塾.2万総屯にすぎず，近代的商紹除の整術は刻下の急務
総噸,油稽飴'2万総噸に達している｡即ちバーレンの油，であるが,第6茨硲の建造については未だ見返黄金の率
ヅングンの鉄鉱石，夕"ｲ米の積取に本邦船がかなり使用も決定されず，ために建造計画が進捗していないのは遼
されて来たし,また最近は対米ﾄﾗﾝパーの開設を見,小憾であるj新紹建造については給価高と,金利高が問題

篝:雰懸鱒2艦鰄潔醗睾蜜悪艤耀霧葱蔑譲懸騨
謹潅遅れて6，ると思うのである。諸外国の例にならい,合理的な補助金制度の確立を期す

（2）対外配諾上の制約 べきであるが，財政的理由美の他の関係で司令部の承認
，.地域的制限:対外配船上の第,の制約は溶動の舞‘をうることがむつかしいようである｡鯉堀皆船舶局〕

合が制限されていることである。その理由は云うまでも

蕊
なく譲和条約が未締結であり，邇商航海協定の締結に自
主性をもっていないことである。今日司令部と諸外国間
の協定が蒲々実現されており，日本側の希望も相当に識
遜まれているようであるが,司令部の立場もあり，日本が－
自主的に締結の面に当るようにいかぬのは無理もないこ
とと思う。また対日感情の悪い地域もあり，その緩和に
は多少の時間を要するであろうし，この外にもなかなか
むつかしい問題も‘あるようである。、
これ力根本的解決策に講和条約の速かなる締結が必要

であるが,去る8月下旬の発表により,未国外,8国の港へ
の入港に総括承認が与えられ，特定の船荷を除く入港承
龍が馬来外5ケ国の港について認められ，また缶飽水の
秒誕のための寄港が香溌外3港について認められたこと
は令司部の努力によるものであるが大きな進歩である。
2．自由鼓争に対する制限:去る4月繼の民営邇元

の実施をみたのであるが，迩霞の取きめや外国船の定期
陶鋸については許可制になっていて，業者の自由な湛動
にも多少の制約が加えら範ている。国家的見地から本邦
海迩粟の健全な発謹を期するための取締りは一応うなづ

|，％
/"O｜ブ〃〃 7"0

へ
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、 一外航配船特集一

も徹底した海運保護政策をとってい
、

る様に見受けうれる。占領下にある

とは云え丸裸に等しい我国の海運に

対し，船舶乃至造総金融の改善を中

心とする国家的施簸を望むこと切な

るものがある。又現在の日本がCI

F買付を行うのは乞食が金持に金員

を寄贈するに等しく,F.O．B買付

と相俟って外貨の獲得を計り，以て

貿易外收入を婚し，経営の合理化，

１
．
１
１
Ⅶ
咀
Ⅲ
Ｊ
Ｉ
Ｌ

'1

外航 配 船 に 對 す る

我國海運界の希望と抱‘負
1

我国海運延いては国民経済そのも

のの活路は外航配船以外にない｡近

時外航配船を制約していた種々の障

害も漸次排除されて，遠洋不定期配

鵲が漸く軌道に乗り出さんとしてい

る｡ガリオア蚕金によ執入方式よ
り民間職入方式に切替るに伴い，船

価，金利その他の面で，悪条件下に

ある日本商船隊が，今や国際海運場

裏に笑力を以て鼓季しなければなら

なくなったわけである。

夕随配船と云っても定期配鋸を中

心とするもの.と不定期配硲を中心と

するものとでは，その計画乃至実施

の面に於て大きな相違が認められる
即ちその会祗の規模〔賓本の大小，

各地店舗配置数，陸上勤務員の多少

等〕所有船の種類〔客般，貨物艦と

貨客紹の別〕船型.〔同型鋸の多少〕

速力の高低，蒐貨の対象〔高運賃率

の雑j淀と低運賃率の失口貨物)等の
点に於て，明らかな相蓮があり，従

ってその外航態勢にも両者間に自ら

異るものが出て来る。

我国に於ては最近第5次鋸が途次

進水,竣エしついあるが,これらの新

造紹は大体高鉛価であり，この為不

定期配船では採算がとれず,叉日本
の轍出品が殆ど全部定期船向鉦物で

ある為各斌共定期航路の開設計画に
真劔な希望をもっている。然し乍ら

先にも述べた邇り，定期配船は不定
期配鋸と，その基盤乃至穰相を異に

するので〔協定貿易時代とも云われ

る戦後の貿易形態によって『不定期

船の定期航化』の傾向が促進されて

はいるが〕定期蹄の経営には，不定

期船の‘それとは比咳にならぬ程，充

分な準術を必要とする。例えば豊富

な蓋金，優秀な船除の手当ては勿論

のこと，広汎な蒐貨組織の確立，抗るものがある。又現在の日本がCI

路同盟との協調乃至これへの加入手F買付を行うのは乞食が金持に金員
続等に付き万全の策を講ぜねぱなら・を寄贈するに等しく,F.O．B買付
ず，従って重大な決意を以て，これと相俟って外貨の獲得を計り，以で

に臨む必要があるのである。従って貿易外收入を増し，経営の合理化，

今次大戦によって，溌滅的な打箪を船体，船員の質的向上に努力すべき

被り，未だに量的にも質的にも，充である。

分な立なほりを見せていない日本商幸にして総司令部始め，関係各位

船除を以てしては，本格的な遠洋定の十分な理解と援助のもと，外麺蔑
期航路再開は至難の業であり，当分船の建全な発達，殊に遠洋定期航路

不定期配譜に重点をおかざるを得なが円満に再開される様，その準備＃こ
い所以もこ畠にあると云える。 全力を毒さねばならないと痛感する
他方世界の国々を見馬時，各国と次第である。

航路別配船状況と運貢（9月末日調）
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一

一 鋸の科学一

配船の総船腹に於て戦前の半以下に,なっていて,1C5隻

66万総噸が現在実動しているに過ぎない。

これは本字I輸出入額が昭和24年度に於て戦前の37.5姥

に過ぎないことが大きな原因であるが，又逆に我国商紹

除が定期航路から姿を溝していることも，配船船腹の減

少引いては本邦貿易の発展を阻害している原因であると

も云えるも叉米国船の進出は勿論本邦貿易の対米依存度
が戦後非常に増大したことを示していて，その配船船腹

ば殆ど北米，極東航路に集中されている。次に航路別に

附表’日本寄港定期船.航

●

日本を中心とした定期航路の今昔，
､

下表に見る如く，日本に寄港する定期船の我国の配諾

状況は，戦前月178隻83万総噸である。総船腹の6割を

首めていた我国,並に独伊の3国〔計月188隻91万総噸
66%)が戦後完全に撤退し，英国も亦10万総噸を減じた

現在は，米国その他諸国の進出が目立っている。然し月

'
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一外航配船特集一、

配総歌況を見ると，戦後離腹の増加を見せているのは，

北米カルフ〔2倍〕ペルヤ湾航路〔1.7倍〕佛印泰〔1.4
倍〕韓国〔1.3倍)束廻り世界一周“､2倍〕の5航路
で，他は減少を示している。印度以東の航路は,極東情

勢の不安から，佛印，泰航路を除き，定期続路としては

見るべきものなく，印度航路配船国も英国，フィリッピ

ン，中国だけで，今後日本の進出が期待出来る。

定期船の速力は15K以上を必要とするといわれでいるが

現在米及ヨローロツパヘの航路は南米束岸の16.3Kを最

高に，凡て15K以上となっている｡然しそれ以外の濠洲，

蘭印中国,佛印，泰，印度の諸航路は現在もﾕ2K前後

が多く第5亥新造船の平均速力が大体13K程度である現

在，日本商船では,先-づ漂洲，印度，ペルシャ湾の諸航

路に'しか進出出来ないであらう。従って欧米への航路に

進出可能な船は,｡在来船聖川丸(18K)氷ﾉi仇(15K)
有馬山丸α5.5K)の3隻にすぎない現況である。

I
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1

日 本 主 要爵~塞聖含泣

過 二去の遠洋定期航路
．（日日和.72‘年アジアー溌洲芳面続謡を除く）

、

｡

一

燕－－1’凋告種得 充 晶 各 寄 港 メ セ ｲ吏用船･主

(A)アジアーヨーロツノで（日･支'士t二‘･欧洲）
(1)検宏･ロンドン･線

〔往航)J猿宗･毛古屋･大睡･調戸-門司･上ｼ志｡茎ﾛ蚤･香電･シンカポール･ペナン
コロ>制ず･ボー ﾄーｻｲド､・ナ亦一ﾘ・マルセイユ戸ジプロラルタjL・ロシド‘シ〔根捌河口基腱，，

ジブ諺ラルタル・マルセイユー・ナホPリ・スエズい･コロンホの-多ユカ･ﾎ゚ ﾙー香劃き･整隆・’
－こう唇･示申戸‘大屑久・木黄ﾃ兵．

．(2)リバ､フ。-ノレ糸泉．
d主紘〕種諜･小樽･名古星･大阪･示中P･三麺･大延･-こう毎．呑老･〔ｻｲｺ切
望＞力.ホP－ノレ(ポートセトナム〕〆零ナン･ホ。－トサイド‘-ハイファ･ﾉ､●ｲﾙー ﾄ.イス戎シフ'ソレ

らぜ

上･しウス（マjLセイュ）リパ'プール呼鎭淵冗〕（､一ケンヘッド､．上･しウス･ァLキサン侭
『

リヤースエズ恥･彦＞かﾎー ﾉL･香港･上奉･(門･司）稗戸・大阪.種奈．．
(3)ハンフuル ク ' ‘ 線 . ＝ 、

睡航J検蕩･(釧路F)(函館)小蝉-崎戸･大連･上藩.セフ･･マカツサ･ﾉやヌビヤ・
『S'らかホp－ル‘《ホ2－トセトナム）コロンホ､、ホ｡－トサイド．ハーウツL･ロンドン.ロッテjLヌツレ
ハンフ･ルク洞･〔復蛎プロアントワープ．.（リスホ目ﾝ）スエズ‘･シンかﾎP－JL･マニラF呑遥．
上塞･(門司）榊夕・大阪.才潰諜.〃

・僻)jと．区欠緑
（娃紘〕(劉鋤(函鍵)(J1,種)オ糞表･(講水)名古屋･大阪･示亨序･門司･上海･(香港）
シンカ襲鍜一ル.（ベナン）ホタートースタシ・ホ・一トワイ恢・アLキ･ｻﾝド･りや：マノLセイュ｡力寸プラ急の

ロ上ド当ﾝ・アンワープ°・ﾛツﾃﾙﾀ詮一八二ﾌ弱ルク｡､〔疲航〕ｱﾝﾄﾜー ﾜ｡､スエズ伽.シンカ･ﾎ｡－ル．
、香港・上ｼ毎．秤鈩･大阪･稚 讓〃 ．

(8)アジア一北米（極東一北米西岸ノ
（〃サンフランシスコ総

呑老･上海･秤戸.r論水）模§六｡錘ホノルルサ易ｽｦｭｼｽｺ･ロ尋ァ鍵‘'ルズ遼往航のみ
（2）シヤトル 鍵 ノ

〔従狩冗〕榊戸・名古屋･潰沢･糠奈･ノv,gg7=J吟・鼻Tトル〔遮鋺〕シガトIL:バンクー
バー・織誤。（名古屋）稗戸・

斥申戸･鱈大睡･名古屋．.'(ラ音水)械表･ロス”ｾ蜜ﾙｽ,垂ﾌﾗﾝｼｽう.易ﾔﾄﾙ.ボー ﾄﾗﾝ際
‘『.'・抵痴をcザ

（”サンフランシス.．・ロスアンセルス糸衆

ヱ言毎･大身塁･沓島・大連･太蒻･示甲戸･元古屋･鋼ボ･棋誤.(ﾎﾉﾙﾉ吻・ｻﾆﾌﾗ今,鼻ズコ
ロスアンセ．ﾉLjス

(2)シヤトノレバ､ﾝｸー 男(‘-繰

上号毎．大}逗含太沽･斉島･碑戸･鉛古屋･識に．換翠一らヤトル･八些ﾌー ﾊー.ﾎﾆﾄﾗ島ド、
タコマ

（1）南・部需粂

エラ墨･大呈IL象『弓司･祁中戸･苑古屋･談木･楠讓-ザンフヲシら,ｽｺ.口実アンセ､ﾙズ･ホ昌一ｦン脾
才葵表･名古屋･奔戸･門司

（2）ユヒニ茜伊糸泉

門司･詞i戸｡名古屋.･才黄奈-バンクーバー･シヤトル･桜表畢名古屋j太阪.､幹戸.門司

（極東･北米東岸)バﾅﾏ運河碆由
ニニユーヨーク晶展

睦劣VD"P･マーラ･岩垂･基隆･上奉大窪,太弓古･門司.大睡.秤戸碧名古屋.券k
械課・ロスｱﾝ言ﾙｽご｣w･マ･ﾆｭーﾖーｸ･(遮鐡コニューーフ.末錨ｽﾄﾝ,ﾌｨﾗﾃ､九

、f

照回･錐圓･恒山･綿毛
香取ざ鹿島･箱根･宮司
諏訪･伏見』

日本重戸獅告 賃客錯
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一外航配諾特集一

~

凋だ路一僻ラ催す型 衞告極 使用癒合制告皇室

貨物船
月2四

g蔓〃”3”

岱物船月1回
8隻57,6”釘

ニューヨーク念乱行糸暴

く往航](j胃と島)(寄港流基隆)二塞(太沽)大連(門司J大睡･祷戸･お古壁満水
木貰森一ロズアンセ順ルス･クリスト'WL(う｡･コロンご‘ァ)ニューョーク･ホーズトン･ｵー ﾗ･ﾝﾄ゙ ‘

フイヲテ鰹ルフイ-F-ホ"ルチをア･ニューヨークL(種舟兀〕ﾆｭー ﾖー ｸ･(ハムブメーンローツヅ
クリズトパ，'L･ロズ読二.ｾ‘ｿLｽ･種奉､大}喚一示申負･(門司大延上瀝-瓦二島ノ

嘩航〕マニラ･示甲戸必古屋-穂浜･’ﾛｽｱ斗ｾﾂLｽ･ﾆｭーﾖー ｸーﾎ鼬ｽﾄﾝ､ﾌ゙ｲ亨
子､､jLﾌｲｱ･ボ､jL-チモア〔復捌え〕ゴヒ米大動洋岸･大ﾕ声羊厳認潅･木萸溌･お趣＃
犬I垂･萠申戸参

(C)･極東一か'ルフ（ﾊ，ﾅﾏ逃珂経由）
中南米かりLフ糸展

〔往航〕･押戸．‘h鋪ｼ･マーラ･ｲﾛｲﾛーｾﾌ．．”戸･名古屋愛撫渋･函館･ﾉﾊ栂ﾛｽ"tWX
、パナマニゥ干しﾑ夢シFA･.フカvラ･(雫靭タトンノ(トルヒーョ)ポ･一f･オ･フ･ルズ･ハパ，ナ･ニューｵﾉﾙ
ｿｱﾝｽ".〔拠航〕ホ･一卜”パ･ホqｶｸ･うき,テ陳･ヒューストン･刀''ﾉ【八．ズﾄﾝーｺーバzｸﾘｽﾁ･』Y穴
ﾛｽｱﾝｾ"ルス･才鉾兵･大I浜･示甲声､

(D)アジアー甫米(極東一雨米血浄)､-､･-"
命米画岸線

嘩航〕香港.門司‘大阪･爺甲戸･四日市･木鐸宍-ホノルノ陸ヒロ･ガン7ｦ彦ｼｽｺ壷ﾛズｱｭ”
ズ.マら,ヮ‘ニョ.､（､ルモァ･'､Pナーンッーラ･労イャォーヒ今スコーモソエごド､･アリヵ・イキ罪ｩ・アル
ハPラィソ〔復二航コゥ両アノLﾊfライン(ぬｱﾝﾄﾆｵﾉ(コキ姉．､)(ｶﾙﾃ卿ﾗﾉﾄｺ観読ｲ寺ケ:ｶｲ了ｵ・
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示申戸.大I錘名古屋.請水･；ﾁ萸号兵･教港･羅符･ﾏ"70=a.3J&+･(ﾌ゙易タアLｽ)'1､.ﾙﾎ゙ｱ
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（極泉一南米張浮）
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第一統錨-アフリカ吊飛(南米泉J携乞轌陸)．
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一船の科学一
'

英，濠方面束インド諸島地区も近く許可されるものと

努力がつ蜜けられている。〔8－26朝日〕

沖繩航路配船決る

さきにG豆Qから許可された沖縄定期航路は次の通り

決定した。寄港地は名古屋;大睡,耐戸，門司，鹿兒島
名瀕。第1船三井職舶十勝山丸が9月'0日頃就航する。

大阪商諾北祓丸〔客〕2,114重量屯

一白雲丸〔客〕〃

大月丸〔鍾〕4,632〃

三井船舶十勝山丸〔貨客〕2,726〃

山下汽船金星丸〔貨〕，、3,893〃

中川海運第一照国丸〔翼客〕439〃
日本海汽船束光丸（客〕2,230必

。b

〔9－8朝日〕

躍進する海外航路・

日本鉛の海外航路進出はアメリカ航路再開，就航区域
ノ

の擴大，朝鮮動乱による世界的荷動きの活溌化等によっ
て目．ましい躍進振りをみせ，迩輸省調査による9月7

日現在日本'外航配離笑綴は83隻72万重量屯と戦俊の最高
記録となった。

民営還元以来の海運界の足どりを‘みると,自営直後の4
月の外航配諾はE6万重量屯，内航も積動きの不振から停

"100万屯に及んでいたが,朝鮮動乱を機として船腹需
要は急増し，外航配船実績は8月60万屯，9月に入って
70万屯を突破，内航実続も4月35万屯から7月以降100
万屯を越え，停船は逆に68万屯と減少した。主な配船先
はバーレンユ4隻，フィリッピン虹隻；インド11隻，タイ

ビルマ8隻，アルゼンチン4隻，その他北米，樺太，沖
組，アンガウル，マカテア等総計83隻に及び，特に遠洋
海域の配船が埼加していることは日本船の海外進出が漸
く本緒化してきたことを示している。

この様な好況に対応するため，海運界は優秀大型高速
船の盤備と外筋中心の綱成替をねらって第6亥船蓮造に
猛烈な割込みをはかっており，飴主協会の建造希望調査
では鐙独離59隻,油補給9隻,合計68隻,45万7千総屯
で，建造計画の約8倍に達し，また割安な外国船の用船
或は買船計画も進められている。現在の所，国際船級取
得船は鎚隻30万重避屯に過ぎないが，9月末までには5
次新造殻4",A型改造船7隻が完成するので，10月の

外航睡驚愛はさらに100万屯を突挫することは確実だと
みられている。（9－8朝日'〕。

北緬磯繍繊撫の瀧蕊亥鏑に蹴
鐺蕊麓擬蕊堂懸鑪鱸灘

定期航路開設備す豊む

日本鰐による海外定期航路の廃設は早ければ9月に許

可される見通しが確実となったので，海運界では有力大

手筋を中心に定期航路の配船計画をねり，優秀殻の整備

充実，外航中心態勢への切替，積取貨物の痩得などに活

発な動きを見せている。さし当り許可されるとみられる
定期航路は次の9航路である。

◎バンコック航‘路〔三井船舶，郵諾．商船〕‐

◎フィリッピン嫁路〔山下,三井，新日本汽船〕・
◎アルゼチン航路〔大同海運,商殻，日産汽船〕
◎パキスタン航路〔山下〕

◎ジャワ航路〔商謡東京殻舶〕
◎グアム航路〔郵船〕

◎沖縄航路〔三井，商船，日本海汽船〕
◎合湾航路（新日本汽鰕山下〕
◎韓．国航路〔郵船，山下，商船，川崎，第一

日本海,.九州郵船〕

この他に◎ニューヨーク航路〔三井）
．◎シャトル航路‘〔商船，郵船，川崎〕

◎中米航′路〔郵鉛〕
'の三航路も予定されている。
往航貨物は，セメント，錆材，繊維，雑貨等で，復航は
‘小麥粉等の食料品，原料品,,磯械類，塗料薬品雑鍾等の
引合が活発。日本船は従来の片荷運航に比べて著しく採
算が好転するものとみられる。〔8－24朝日）

，日本船の出入港許可制擴大

型・包括制入団港許可された地域は〔ブランケット，ク
リアランス〕アルゼチン，ベルギー，ビルマ，エヂプ

ト，紅海誌港，佛領太平洋諸島，佛領西アフリカ地中
海儲港，インド，ポルトガル領インドのゴア，韓国，
パキスタン，ペルシャ港〔バーレン，ラスタヌラ〕フ
ィリッピン，塚エズ運河，タイ，北米合衆国，キュー
バ，コスタリカ，パナマ遜河。

2．特定物繁の種取りに限り出入港を許可するもの
マレー〔鉄鉱石〕課ンチェリー‘〔雄ﾘ樺太〔石淡〕サ
ンザルバドル＜セメント〕イラン（セメント〕台湾〔
砂髄〕

3．燃料袖給，缶水その他の補総にのみ認めら城ている
地域

ケープタウン‘ダーバン，香港，シンガポール

１
１

１
１
１
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一外航配鋸特集学一
､

した結果,日本船は戦漂A型の改造船でも第5次新造船で

も十分競争力があるという結論に到達した。この調査は

①シヤトルー繊浜間の片航に小麥を満載し，

＠運賀はトン当8ドル10セントとして運航した場合，

米国のヴイクトリー型〔10,800重量噸〕と日本の2A型

改造戦漂船(10,900重量噸〕第5亥新造船<9,400重量

1頭〕と比較研究したもので,.之によると，

エ．チャーターベース<1船の1ケ月1重量噸当り稼

ぎ高〕は

ヴイクトリー型3ドル40セント

2A型改造船2ドル59セント

第5亥新造紹3ドル35セント

となりヴイクトリ‘－型が最も採算がよい。

2．．ハイヤーベース〔償却，金利，保瞼，税，修繕費

船用品費，鋸員餐等を含めた三船の1ケ月1重量噸当り
l

の費用〕についてみると，

ヴイクトリー型4ドル

2A型改造諾1ドル44セント

第5次新造船3ドル31セント

3．ハイヤーベースからチヤーターベー系を引くと,、

ヴイクトリー型は60セントの赤字
2A型改造船は1ドル15セントの黒字

第5亥新造船は4ゼントの黒字
となり日本船が有利という結論となる。

この巖な結果が出たのは日本船は紹員麹が安いからだ

と迩域当局ではいっている｡．〔ヴイクトリー型について
基礎数字はアメリカン，ハワイアS<'ステームシツプ会

祇の調査料によっているフ〔9－28日経〕

、飯野海運,米謎と石油歳取契約
飯野海運ではかねて交渉中のスタンダード・バキユー

ム・オイル会斌CStandardVacimmOilCo.,Ltd'うと
の間に石油稜取契約が成立，9月28日調印した。

スタンダード会祗との契約は戦後初めてで，使用飴は
束亜丸〔15,379重澄トン〕1航海12,500英ドン，蓮蔵は

アメリカ海上市況の1割2分5厘引で第汕回感8ドル92
セント，3航海の契約で鋪1回は前I’戸一ラスタヌガ〔イ

、‘

ラク〕’第2回以後はパレンバン,シンガポール，カリ

フォルニアの中スタンダード会牡が任意に指定すること

になっている。〔9－26時蝋〕

關西丸バシヨヅク向配船

関西汽船の関西丸(5,562DWT)のバンコック向け

ランプサムチヤーター〔飴腹演契約〕は2日付で運輸省
、

より許可された。相手方はアメリカのアメリカン，ハワ
イアン，スチームシツプ会牡，契約は往航で積荷は雑侭

蹄航料は約9,000ドルである。[10-4時事〕

不利な片荷解消本格的外航時代來る

外国定期航路開設はいよいよ近づき，海迩界は一段と

明るさを増して来たが，海運界はなぜこのように定期統

路を待望するのだろうか。昨年の墓川崎汽船の聖川丸

(北米航路第一船として日本一シヤトルに就航している)

が（･ンコックまで雑貨を運んだことがある。この運賃が

トン当り13ドルで帰航にはタイ米を積んだ。‘ところがパ

ントコツクにはコンフアレンス〔国際航路同盟〕があり，

雑貨は定期船の貨物.〔パート・カーゴ〕でこれを不定期
一一一謬

船とく‘に日本船が積むのは怪しからぬという抗議が総司
令部に対してなされた。

日本船とくに不定期船は運賃のよい雑貰を往統に讃む

ことが出来ない。つまり復航だけの片荷しか許さなん､わ

けである。こうした運航採算面の不利を消すにはどうし

ても往復航とも荷を稜む必要があり,これには定期航路
を開設してコンフアレンスに加入する以外に途はない‐．◎

民営還元になったのが4月1日。これと殆んど同時に4

日には早くも三井諾舶優秀船白馬山丸<KB型,7,512

重愛トン，ロイド級〕高雄山丸(KD型,3,0鏑重量ﾄ，

ン,BV級〕天塩山丸(KD型93,200重量トン,BV

級）の3隻をあげてバンコック航路を申請したのを皮切

りに，日本郵錯あじあ丸(KC型'5,232重量l､ン,A
B級〕釧路丸〔在来船，3,736重量トン〕室蘭丸〔在来
船,3，732重遥I､ン〕の3隻，大阪商船は第五束西丸〔

KC型,5,362重量トン,IAB級〕御影丸．(Kc型，
4”5重通トン,AB級〕の2隻と何れ‘も優秀殻をあげ

てこの最も荷物の集中していたバンコック航船を申請し
たのは．ここに突破口を求めたわけである。

しかし外国の船会減はコンフアレンス加入を緬単に認
めようとはしなかった。その後フィリッピン，ジャワ，

パキスタン，アルゼンチン，グアム，台湾,沖縄,韓国，

カラチと各祇がそれぞれかつての実綴をもつ基盤をたよ

りは船繰りをつけて定期航路の申請を総司令部に提出し
た。その後定期賦路を開設する前提として外国の船会誰
が日本の荷主から受取る円と，それを遥金する手続の問

題の解決が必要である旨の示唆が総司令部から運輸省に
あった。そこで運織省は大藏省，外国爲替管理委員会な
どの関係当局と折衝を続け,標準決済規則の成案,施行
を要請して来た。

8月中にはこの交換円の問題が解決する確信があった
が'種々 の事糖からこの問題の解決がおくれ定期航路開
践の許可ものびのびになってきたが，関係当局間で近日
聯に施行出来るみ'とおしがついたので，この前提条件が
解決すれば半歳にわたる海運界の要望は許可の運びをみ
るわけである。q0-i4癖事〕
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一 船の科学一

輸出船舶の回航について

’米 博田 』

(A)ブラジル向(B)タイ向

(D船種

〃油槽紹貨客船

（2）総屯数

.i,680屯320屯

（3）載箕重量

2,000屯250屯

(D主機

もディーゼルディーゼル

－850馬力－基250馬力二基

(5),速力、
10節10.5節

（6）隻数

9隻2隻

（7）契約方式(A)は各造船所と

ブラジル政府とのFFOB造船所渡．
し建造契約(B)はタイと日本賀

§易商祗とのCIFバンコック渡契
約及び貿易業者と造船所との造諾
所渡国内契約がある。

（1）船舶の耐航性について

タイ.国の場合，何分320総屯とい

う小型殻であるため，可成りの困難

が予想されるが，6月頃の海の静か

な時期を窪べば大丈夫である。ブラ

ジル向の場合は3隻宛船団を組んで．

行けば耐航性についての必配は要ら

ない。

（2）回航捧術について

船舶に耐航性があることが判明す

るといよいよ回航することになるが

先ず考えねばならぬことは航路を何

処にとるかということであり，第2

にこの航路でこの船を回航した場合

燃料，食溌，飲料水がそれぞれどん
な状態になる.かということである。

(A)ブラジル向油槽船

’航路としては次の2航路が蓋え
られる。

近く調印されることとなっている。

〔最近のニュースによれば，タイ国

海軍から引取りに来る話しも‘あるか

ら本稿が読者の目による頃にはFO

B契約に変っているかも知れない〕

之等日本人の手による回航が実現

するれぱ労力の鯨出による外寅礎得

とともなり，過剰船員の吸收ともな・
り，一石何鳥にもあたるのであるが

回航技術上，保険技術上及び船員の

渡航手続上幾多の難問題が起ってお

り，個々の会祗で之を解決すること

が出来ない篤に運輸省船舶局へ之が

解決方依頼があったので，船舶局は

之等誌問題について，運職省海運局

全船員局，外務省管理局，通商産業

省通商撰械局全通商振興局，損害

保険料奉算定会，日本諾主協会，造

船工業会の各担当者及び関係回航業
者,保瞼業者,織出業者,造船業者

と共に検討を行っており，9月22日

第’回研究会，’0月4日第2回研究

壱，その間に9月27,28日回航技術
についての検討を行っている。本問

題は所謂外航配諾とは少しく趣を異

にしているが，船員の力により郡貨

ノ收入をはかる点において相似たとこ
ろがあり，即ち，外航配船特集号に

加わった所以である。次章に求問題

を具体的な例を以て解読しよう。

工．本問題研究の必要性

繕戦後我が国造紹界は韓出向船舶

受注に於いて戦前に見ぬ好成績をあ

げ，昭和25年10月1日現在で44塁
約123総屯，約3,170万弗を越える．

〆

受注を完了しているが，之等は大部

分可成り円安の複数レートにより，

いわば政府助成のもとに受注し得た‘
大型船であった。しかるに単一爲替

ルートが360円に設定せられるや大

型外国鋸の受注は現実には不可能と

なり．，中小型船のみ可能となった。

ところが之等中小型諾が遠くブラ

ジル，インド等から発注される場合

'は，その回航が非常に困難である爲

に発注国としては是非共CIF契約

としたい｡而して，たとえFO｡B契

約の場合でも別途回航契約により日

本回航者の手によって自国迄回航す

ることを希望しており,.浅吃水の川
鋸の場合を始め各小型船舶とも，こ
の点が園塔となって受注を阻んでお

り’この原則的な研究は輸出飴受注
の’一課題と'なっているのである。
現在迄に契約した中小型船は琉球

向を除いて，佛卵60屯識艀8隻，
ブラジル向2,000重量屯，油糟艦9
隻，印度向2,000重没屯，貨物船2
隻であり，その他に近く契約される
予定のものにタイ国向け320総屯，
震客船2隻がある。このう:ち佛印向
’は船穣可能となった鰯漸く癖決を見
ブラジル向契約はFoB造船所渡で
あるが別途契約により日本人の手に
よる,回統の見識を要求せられており
印度向ぱFOB契約で印度から船員
が派遼されるが出来得る限り日本人
の配乘を希望するとの申入れがあり
タイ国向けに至ってはCIF契約で

夕

’

唾
０

、

2．問題黙とその研究

建造契約はFOB造船所渡しとな

っているが別途回航契約を行なう例

としてブラジル向2,000重量屯油槽

",CIF契約の例1としてタイ向
320総屯撞客船を例に取って見る。

之は同時に中型船，小型船をも代表
している。先づこの二つのサンプル
の要目をあげると，

1
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能であり，ロのキールン寄港は現下

の情勢五は困難と思われるのでハの

航路となる。

実際には七尾と浦賀から田発する

ので,､一応鹿兒島に寄港集結して鹿

児島一マニラ一バンコックと航行す

ることが考えられる。〔この場合，

繊浜･59譜ル鹿兒島,七尾

_Zﾕ詩-と鹿兒島'鹿兒島
_坐2鯉z二Lとマニラ)。以上の日数

8日

は計画経済速力'0節を7節として計

算した。

ハの航路をとるときは最長航路虹

日間であるから燃料油タンクの他に

約220本のドラム缶の燃料油を積み
込まねばならぬ。之は余裕を相当加

えても充分読込み得るがこの場合は

船体彊度が可成危ぶまれる。

本船は貨客船であるから飲料水及

び清鮮食通補給設備は比鮫的充分に

と畠のっており，いずれも余分の冷

減庫を稜込んで置く等の準備をして
おけばマニラで補給することによっ

て鱒壼熟鯨舩永,食鐙
に関する限り回航は可能で問題は船

員の技術となる。

（3）海上保険について

ブラジル向<FOB)の場合はブ

ラジル国縛船を日本回航業者が，回

航することになるが，この場合は裸

肺船の場合と殆んど同儀と考えねば

ならぬから，やはり第5種回航保瞼

〔全損,救助蜜,分損,共同海損，
極突損害について危瞼負担〕を掛け

ねばならぬであろう。途中での危瞼

に対して日本側回航業者に責任負担

の無いような契約－それは集団的

な雇用契約の場合もあり得る－の

場合は般体保瞼はブラジル側の意思

のみにより，日本側としてほ回統饗

保険が問題となって来る。

タイ向(CIF)の場合は単純に

考えると日本船を日本回統者により

回航する訳で当然日本側で第5種回

航保瞼差掛けること農なるが，船が
完成してこれを日本国蔦に登録し，

バンコックで譲渡して改めてタイ国

籍の登録船とすると乘出し費用が二

重にか隣ること農なり非常に不合理

となり，日本出港の時既にタイ国籍
とし，所有権のみを日本に残してお

くということも考えられる。しかる

航保瞼もタイ国の意思が箱当左右す
ときは回ること§なる。しかしこの

場合でも所有権は日本にあるからや

はり日本側力鎗5種回航保険を掛け：
ることになるであろう。

両者の場合共,如何なる料奉をと
るかは，契約があまりはっきりして

いない爲嬉料率算定基準が掴み難い

のであるが，現在損濟保瞼料奉算定
会で鋭意研究中である。

（4）船員渡航について

本件が一番大きな問題であり，今
後回航を扱う場合の要点となるであ
ろう。去る8月15日SCAPから諾

員の渡船に関してメモが出て，近々

之に伴なう政令が今布される筈であ
り，船員手帳と旅券との関係ば之に

より明らかになるが，外国船に日本

船員が配乗することはSCAPでも
未解決の問題となっており，第3国
との間に紛糾の起り易いかかること
は出来るだけ避けて欲しいというの

がその真意のようである。
（5）その他

その他通関手続，渡航手続等色々
回航問題解決の陸路が残ってそれぞ
れ研究が進められているが，此処に

は省略する。又ブラジル向の場合は

優秀船員31名を要し，これの1会祗
から集めることは困雌であり，各会
祗からの集団韻員では船長の統率が
困難である等,これら未解決問題に
対し官民一致の研究が望ましい。

〔運職省船舶局〕

ｲ繊浜型溌巡-とｼﾝｶポーﾙ

5，鶚ｲﾙｹーブﾀｳﾝ

3'3鶚ｲﾙﾘｵデジﾔﾈｲ。
〔計11,992マイル，59日〕

･検浜迦:語空ﾋﾎﾉﾙﾙ
4,708ﾏ：ー』kパナマ

23日

坐皇鮨ﾕーとﾘｵデジﾔﾈｲ･
〔計12,503マイル，61日〕

以上2航路のうち季節にあまり影

響されないロの航路をとるとする。

ここに日数は航海数であって計画満

載速力は10節であるが5.5節として

計算してある。

しかるときは最長航路にホノルル

一パナマ間4,708マイル，23日であ

るから，群細な計算の結果，燃料に

ついては本船は油槽船である故，燃

料油タンクの他にカーゴタンクヘ燃

料油を補給すれば途中での燃料補給

は要しないこと畠なる。飲料水につ
いては清水タンクの他に譲確タンク

を使用すればホノルル，パナマで補

給すること侭して，航海には差支え

ない。清鮮食溌については同じくホ
ノルル，パナマで補給すること畠し

て冷藏庫設備は充分である。

(B)タイ向貨客船

航路としては，次の各々が考えら

れる。

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

Ⅱ

ｲ繊浜3，0膳4-』豊パﾝｺｯｸ

ﾛ臓浜哩冒坐ｷー ﾙﾝ

ﾕ零莞ﾕ上バﾝｺｯｸ
〔計3,074マイル，ユ9日〕

ﾊ繊浜1，粥冒ｲﾙﾏﾆﾗ

ｭ等胃uパﾝｺｯｸ
〔計3§301マイル，20日〕

以上のうちイの直航は明らかに不
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なかったのであ.る。川崎流は川崎流

で数多い進水を常にうまくやってい

るのであるから，何も理窟をこれる

程のものではないのかも知れない。

夕‘ﾝデムに小型船を紹台に据えて

同時に順次進水させた事は‘族浜船
渠が最初に試みたのであって，多分

昭和10年の頃であったと思う。この

時の獣脂に上流しを施したかどうか

は開き洩らしている。しかし錐者が

昭和13年舞鶴で曳般を夕‘ンデムに並

べて進水させた時には，無論上流し

を施して居らない。この進水の前に
滑走試験台で，同じ固い獣脂の上に

何回も重量をかけた滑走台を滑らし

て見たが，何遍でも同じように滑る

ので，よい加減に試験をやめた事を

記憶している。若し柔かい上流しを
施していたならばそうそうは同じ面

を滑なかったことと思う6

獣脂の流し方には如露流しやたん

ぼ鐸り等と種々の方法がある。種々
I『

の方法でやって見た例を知っている

が，これもまた温度だけに注意を梯

いさえすれば，どれでも構わないよ

うである。新らしい固定合に対し'て

は1回か2回タンポ躍りをする方が
台面と獣脂との馴染が出来てよいよ

うに思える。しかしこれも是非そう

しなくてはならないという窪のもの

ではない。何処でもそこのプラ，クチ

スを固執しているのは,今迄に間違
いの無かったそこの習慣に従ってい

る方が進水関係員が安心出来るか

らであって，何も穆拠のある理論的

のものではないようである。

普通固定台の上端部ば下の方より
薄く獣脂窓塗っているが，これは当
然そうあって然るべき事である。し

かし除り通くすると万一の場合とん

だ失策をする事がある。ある鋤所
の進水で，滑走台の極く上の方にあ
った迦目が，獣脂を邇して固定台に
接鯛した処，徐々 に滑るままに迦目

はだんだん大きくなって炎化し，趣

に固い石のような瘤となって仕舞い

滑走がとまった例を見た事がある。

若し獣脂をそう迄節約せず適当な厚

さを与えて置いたら，この逆目は獣

脂面だけに筋をつける程度で滑って

行って仕舞ったであろう。進水後の

獣脂面披査の時，そこに長く疵がつ

いていた事を数回見たことがある。

これ等は何力蛎わったか知れないけ

れど,職脂の厚さで故障の起きるこ

とが救われたのであろうと思う｡,獣

脂の節約し得る処は，寧ろ水中台の

下部の方である。中にはアフロート

の選定位置より先きに迄，獣脂を厚

く塗り付けている処を見るのこそ笑

止千万であろう。

船台の棒造如何によっては滑走台

の下部に潮がさし込む処がある。こ

ういう部分の獣脂面の上塗り.に職石

鹸を置くと流れて仕舞うので,その
代りにピン附け油を用いている。こ

の髪附油は救難作業には峡くべから

ざるもので，これを主用して作る水

密材は応急籾kどめ用として種々 の場
合に偉力を堤てるのである。日本髪
に綾ぶ人の少なくなった今日，蕊附

抽の需要は多くはあるまいし亥館に

影を潜めるかも知れないが，塒種の

用途にあて得られるこの種のものの

製造技術は，いつまでもいつまでも

保存して置き度いものと思う。
1．

．材料の準備並に整理

造船所では種々雑多の材料が要る

諾の建鐙及び修理エ数を減らす一方

法として大切なことは，これ等の材

料が，所要時期には必ず準術されて
あり，且つ整理されてあってその受

挑が簡単に出来るようになっている

ことである。特に主要材料に関して
はこの事が切実に言える。これ等ば

黄狗課や嘩苑課の事務系統だけに簡
単に任せて濯ぐべきではなく，現場

の技術者が大いに関心を持たなけれ

ばならない事柄である。勿論塾､垂に

材料を持ち合わせて蔵M,･これに

''’
’1

思い出すままに

一進水用獣脂の続き話一

一材料の準備並に整理一

賑田烈

ロ

◎進水用獣脂の續き話

逢水用獣脂の事は前にも述べたが

〔本誌第3巻3号〕,思い出すままに

今少し続けて見たい。固定台に獣脂

流しをする際，一般には最後の屑に

緬入された獣脂に白絞油を混ぜた柔

かいものを，上流しと称して流すの

を普邇とする。処によってはこの上

流し用獣脂迄躍入する処さえある。

獣脂と白絞油の割合は，海軍では大

陸6と4位とじていたから相当の固

さがあづたけれども，川崎造船所あ
たりでは3‘と7位の割合だから極く

柔かいものとなっていた。進水する

雛が滑走する時には，この柔かい上

流しの処がずれて滑ると考えられて

いるめであるが，川崎の如き例は別

として，6と4の割合のものでは必

ずしもそのようになるとも,思われな

い。結局は砿石鯵の面がずれるよう

に思われる。そこで錐者は大型醸逐

鑑以下の艦船に対してはすべて上流
しをやらず，戦石鹸を置くだけで進

水させていたが，上流しを流したも

のとの差ば少しも卿塾つた｡巡痒鐙
以上の大型艦に対しては簡単に上流

し茜止める気にはなれず，従来通‘り

の上流しを常に用いていたけれど，

さて這の効用に?いては張り疑問
のままであったのである。そうして

川崎式の極く柔かい上流しの方が理

窟だなと思っては見たが，さりとて

蛎綴係数のことなど考えると，部分
的に思い切ってこれを使って見る気
にもなれず錘に掴昌のままで過して
来て仕舞った。しかし6と4のもの
でも滑った後に，一度も異常は認め

〆
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越した事はないが，運転賓金の詰ま

っている現状にあっては，適時に適

量を無駄なく持つ事が肝要なのであ

って，そこに苦心が要るのである。

筆者が鱗須賀の作業主任時代，船.災

主任に迎えた西搗亮二君は鋼材その
他の整理に力を注ぎ，鋼材置場の改

良から材料準備表の作製と，種々よ

い提案をして呉れたのである。材料

準備表は主要材料の飾り寸度別に毎
月の在庫量,月別使用窪定遥,月別
細入彊定避等が一目で判るようにな

って居り，蓑定工事の種類及びその

総始期等を睨み合わせて，必要量の

購買要求をなし得られるような仕組
みになっていたのである｡鋼材所要

量は主として設計から出されるのが
普通であるけれども，その締め括り

は工事の責任者作業主任級のやるよ、
き率と思う。蕊者が鱈政本部第4部

の首席部員時代に，この表の雛型を

各造船所に逢ったことがあるから，

或いは今でもこの形式を利用じてい
る処があるかも知れない｡しかしこ

ういう表を本当に活かして行く為に
は,作業主任級が直接常にこれに眼

RE

を邇し爽剣に検討していなければな

らないのであって，盲判を押すだけ
では駄目なのである。それにまたこ

ういった表の如きは常に八釜しく言
う人が居らないと，何時の間にかだ

らけて仕舞い，形式的に堕するもの
であっていざという時ものの役に立

たない。いかによい方法が提案され

てもこれを守ってやって行く人がい｛

なくては何もならない。兎角選定を
立てる事に対しては，人は力を注ぐ

けれども‘いざその結果の松討となる

と，案外あっさりと片付けるもので

ある。緒果を按討してその溌定と述
う･に至った原因を掴み謹定を修正す
ることが大切なのであって，これな

くしてはこの表を活かして立派な材

料準揃をすることは出来ない。

職須賀と.呉とでは造紹部の親摸も

大体同じであり，，同型鱈を厘々同時

に両方で造っていたのである。昭和

2年から7年の間に，1万噸巡洋藍

⑦最初の那智級の第1霊那智は異で

第2鼈妙高は鱗須賀で，また高雄級

の第1罐高雄は鱗須賀で，第2潔愛宕

は呉尽で同時に建造された。造船設備

は堤の方が職須賀より良かったので

概念的にいうと同型鑑を建造しても

戯須賀の方が呉より餘計にエ数がか

か・り高かつたのである．5それでこれ。

等1万噸緑巡洋遥の建造の後にもロ

善悪ない悪童どもは『機須賀の船は

妙に高いと思ってい‘だが，またまた‘

高雄とは｣などと言ったものである。

処で西島君が材料表を盛んにいじっ

ていた昭和10年頃の猫須賀の艦の所

要エ数は，呉に比べて見て下廻って

来たのである。これには原因が他に

も多々あったかも知れない。しかし

材料表の活用により材料の準備整頓
曳

がよかった事が大いに利いていたと

思うのである。

‐材料整理のよかった例ｶﾐ今1つあ

る。それは錐者の佐世保の作業主任

時代，鋼材整理をやっていた渡辺梅

次郎技手〔後に技師〕"の整理振りで

あって誠に手際よく，筆者がいきな

り帳鯉を取って見てもよく現状がわ

かり，夜間に材料を出しに行っても

整頓がよいので直ちに所要材料が引

き出され，少しも間誤付かせるよう

な事はなかったのである。それで昭

和7年上海事変が起った際,鰹船の
短時間応急出動準術に鋼材が多量に

要ったけれども，少しも材料の引き

出しに手間を取った事もなく，順調

に工事を済ましたのであって，その

際如何に材料整理が大切であるか肝

に銘じたのである。

この時の渡辺君には功綴がまだあ

る。それば材料がどしどし要るので

渡辺君に八幡製談所のストックを買
いに出張して獲ったi序の事である。

その時華者は同君に必要と思うもの

－－35一三

'

■

－ 園 筆一

は全部買って来て呉れ，決して如何

し駐うか等と問い合わせをしては不
可ないと言って置いた処，応急工事

の内容,その後の新造ｴ轆定用の
ものの融通した量などすべて頭に入

っていた同君は，何百噸だったか覚

えて居らぬが，即座に購買手続をし

て帰って来て呉れたのである。処が

丁度その時同じ日に安宅商会が製鉄

所の東京本祗でストックの買占をし

たのであったが，渡辺君の手続の方
が時間的に早かったから，佐世保の

所要材料はすべてこちらに受け頭り

得たので,その後のｴ事には鍵政本
部で驚いた程何等の支障をも起こさ
なかったのである｡これも現場ェ事

、

の内容をよく知っていたから出来た

のであって，単なる事務屋で材料の
窪臂がはっきりせず問い合わせ等を

していたら，時期を失して仕舞いこ

う迄うまくは行かなかったろうと思
やく

つ。

序に鋼板置場の事を少しく述べよ

う。鋼板置場としては寸度別に立て

枠に鋼板を立て懸けるがよいど思う

平積にするなら'ぱ同寸度のものに対
し2ケ所とし，一方から使用しそこ

が無くなってから他の方へ移る事と

すべきだが；この方法I主広い場所の

要る事が峡点である。1ケ所だけだ
と下稜のものは何時迄たってもその

礎となり勝ち西錘には板を腐蝕さ
す恐れｶ；あるから感心しない。乱雑

に下讃したため所要材料を引き出す
に骨を折って居る処をちょいちょい

見かけることがあるけれども，これ
は全く取らない。立て枠が粗雑だと

錆板が倒れて思わぬ珍事を起すこと

がある為め，立て枠を蝿う向きもあ
るが，これIま枕の構造を砿かりした

ものにさえすれば良いので敏点とは

思えないpこの方法では場所が狭く
てもよい処に大きな特徴があるので
ある。

eC●
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一

一 般の科学－
亀

ー

ヂーゼルエンジン燃料としてのボイラー油

(船舶用油清浄機その2）
ー

古 山主

8501/hr80｡C

10001/hr8OoC

試駁設備を第1図に示す。

郎一

b

前号補機特集号に於て油清淨穰の一般的な説明を行っ
たのであるが，本号に引続き三菱三型清淨機によって行

った表題に対する実験を述べ読者諸兄の御批判を得たい

と思う。

鰐の運航費節減の一方法として安価なボイラー瓶をヂ
P，グ

ーゼル燃料として採用することが考えられている5吾祗

に於ては造船所各位の御援助により蓮早くその研究にと

りかかり種々実験を行った。然し乍らボイラー油自体そ

の規格が極めて漠然としている上に，エシヂンそのもの
の要求する性格もまだはっきりしていないような艫兄で
相当無駄な実験をやったように思われる。欧洲では既に

ノエ946年12.000‘トンタンカーA,,rici,1a号で4,000HP

WerkspoorEngineで実施されている。

元来ヂーゼルエンジン発明以来，効率向上信頼性向上

等にはらわれた努力は，結局無気噴油となり燃料油も次

第に高級化される方向に進んだがゞ－方燃焼方面の研究

も長足の進歩をなすに及んだ今日，低級燃料の使用とい

うことは当然考えられることである。従ってエンジン関

係の各位と,清濁溌メーカーたる吾々の協力により,一日

も早くこの問題を解決したいと思う次第である。以下吾

の々行つ夢験を簡単に御紹介して御参考に供したい。
使用磯城三菱三型清淨穫

モビール油No.30に対する性能は

邇 液 量 ・温度原液水分漬淨液水分
7501/hr80｡C6%0.1%

6．5％

14％

％
％

１
２

●
●

０
０

｜
’

全一
C

I

／ ‘ q

ー

涙

弓パー
陸百

一
／ ／／

第1図重油分離試験装置．

A,原液槽.B,油ポンプC,1次清淨磯

D,2次清淨磯或はクラリフアイヤ

E,清淨液受槽F,油ポシプ

試験油B重油，東日本重ｴ職浜造船所提供

比重0.936

粘度30｡CにてRedwood430秒

50｡C162秒

1）残溜炭素分を減少出来るか

実験結果は霊期したる如く因難と云う結論を得た。

2）次雑物の分離

次雑物の定量試験は面倒で不正確なため誤差大きく

することが非常に困難である。

一例を示せば下表の如し。

’

0

<比較

・油入温度

93～88｡C

92-,-'86｡C

『96～85｡C

’94~88｡C

’ 液Ic穏出‘ロ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０

D機出口

水分％|火雑物％

？

0．3

0．2

〃

0．4

0．4

原
液量1/hr

‘750

600

360

380

水分％|爽雑物%|水分％|火織物％’

｜
顕
唖
卸
蝦

0．68

0．64

0．68
1

0．54

８

７
２
戸
③
６

●
●
●
■

０
０
０
０

８
４
４
３

３
３
１
１

●
●
■
●

０
０
０
０

グ

ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
ｌ
１

一
一

越繕PPはCD磯共に溝淨磯でありQ

PcはC賎は清淨磯,D稜はグラクフアイヤなる
ことを示す。

なお回娠胴に埴識した愛は邇液盤48.41に対し清淨機の‘

中に120grグラリフアイヤの中に1009r･であった。叉r.
F

C遮結の差異ははっきりしたものは出ていない。依て以

－36－－－
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ー

一艦舶用油清浄接一

後は清浄磯について試験した。次雑物は0.1％以下にす

ることは，2台直列に邇しただけrでは因難であった。

3）水分の分離、

前表で見る如くこれ亦分離困難である。なほ水分の定量

はベンゾール蒸溜法によった。

数多くの清淨試験の結果から-で態大まかな傾向を霞めた

ものが第2図である｡

こぎ
豐鳫T可~1~Z!Z||/悪隊|匠
鴛｜’しri~Pr_ずぎこ國竺
,TF同耳三'二十二橲陸岸.勇一
．’‘’2”′““謹鴛輔｡”‘“’”泥”

第3図水分分離増速試験．

／今
琉液水分釣5％
分趣逼度謡･~9文

一

⑥寺

塚 ／
‘ ､入負／

鎌／
ツ

似 ／
’

山

シ ／

‘，腱藤
弱
い
嘩
弔 ジ ／

〆〆 ／ 淫戸

＝
央
離
鞠
“
％
岬

第3図は

回転数を増

加して遠心

効果を上げ
た試験結果

を示す。残

溜水分を1

％以下(B

一

；
原液'燭、グー5％

篝蒲シ
温屡

X

夫
一一“

耳王豆一-+一言 －

聯
竺

／手

てみるとB重油の方が粘度は低く，比重も小で，当然分
離性能は良かる可き筈であるが,実際は非常に困難な結
果を得た。これはB重油が安定なる乳化妖態を示すと同

時に油中に溶解する水分がモビール油より多いのではな

いかと考えられ，目下その方面の研究を進めている。
総りに臨み本試験に多大の御援助，御助言を賜った三

井造鐇，束中西日本各重エ，三井船舶,日本郵謂，束邦
海運その他各祇の関係各位に厚く感謝の意を表し，且つ

なほ一層の御鞭礎を御願する次第である。
頁

〔三菱化工磯錯橋製作所長〕

八

’2 瑠
呈
副
詞

＝、．

‘

第2図次雑物及水分分離試験重油規格〕

にするためにはABCの各場合に夫々 5601/hr,8501hr,

1,1001ﾉhr以下にしなければならないし，又0.2%以下

にすることは回転数を上げても不可能であrつた。
1

4）考察

モビール油とB重油の比重，粘度を各温度に於て測定し
箆

、

一

（5〕捲いてから揚げるまで'0～20時間も掛ることがあ

り，魚の鮮度が落ちる。

鑿篝墓:鑿職縣雛撫雪ので‘
本年度操業成償〔単位麓〕

船名・会祗名’航海当り’投網当り

第百あけぽい丸日魯772325
第八．束丸大洋3'550．’'420
悪浦丸川南’'0'7435

大宝、丸宝幸4,9001，289
俊洋丸潮水産2,･8171,408
建洋丸，五洋2,188957

第一白言合丸東京漁業’'270635
隼丸束貿易’'610366
輿生丸興洋漁業1,600800

第28海鳳丸高橋8,6822,057
ハワイ丸覚田6,9334,160
域山丸城山3,033ユ,360
第二束悶丸阿部3,106。,270
第八鹿島丸須田3,008 未報告

’ |’米 國 式 巾 着網漁法の適否

１
１

壊滅を高函こ採入れだ米国式巾着網漁は本年も新造船

を主力として，鰹，鮪漁3年目の試験操業力§5～8月間
に行われたが，その成演は従来の1本釣漁法がI隻当り
平均1統海4,000愛，1漁期6航海で24,000賃を水褐す
るに比べ，巾着網漁法は1航海3,177賃，。6.7航海で’
2'’300獄とかなり下回っており,同漁法の前途に不安を
感じ始めている。

米国式巾着網漁船は本期'4隻操業したが，水産庁への
報告では,操作不良で魚群の逸脆や器具の故障,網の破損
流失等が目立っている。このために鰹，鮪漁業界では，
（'〕米国近海学べ日本近海ば波力流く，沖合の投網
操作が難しい。

（2〕鰹はまI農両流の潮鐵にいるため網では捲きにくい
（3）大遼に魚を捲きすぎると網を破ったり，網ごと沈

んで引揚困難となる。

（4）鮫つきの鰹は鮫が潜るとそれについて網底から逸
脱し易い。

－37－一一
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心

一

一 船の科学一

一弓三一

？」r勿論，その外，デンーク，ノ

ルウニー，ブラジル等には船を鱗砥

している」「ほ－，デンマークに迄

！」彼等には海洋国として知られた

秀ンマークに日本が船を輸出するの

が驚きらしい。参観人はフランス語

を話すが，英語を話す人は少い。1

日に5．6度も船に来る少年もあっ

た。或る日私は16.7才位のフランス

とタヒチの混血の少女が学友'0名程

を遮れて(英語を話すのは彼女1人だ

った〕見学に来たのを案内してやっ

た。私が説明するのを通訳して友達

に開かしている。すると翌日叉その

少女が「別の人が連れて来て欲しい

というので来たわ。私案内してやる

のよ」と昨日私が案内した所を得意

げに数名の友達に説明してやるのが

見受けられた。r戦争に負けても旧

制擬賭しい」というのが彼等の感
想である。。

中年の男が或る日酔って「日本は
素敵だ。日本人の紳士だ。日本え行

き度い。俺を乗せて漣れて行って呉

れ」と大声で叫ぶには往生した。

2．君ケ代

タ；ヒチ島には8名の日本人が住ん

でいる。20数年前日本を離れた人が
最も若くて55才である。私が見た或

人の旅券には外務大臣小村癖太郎の
サインがしてあった。この中日本人

の妻を持っている人は一人で，後は

タヒチ蹄人と結婚し幸頑な家庭を営

んでいる，職人として立派な腕を持

った人ばかりで，その技術は島民は

勿論フランス人も認め'生活も中流以
上である。

フランス腱帰化した近藤という人

抵，佛タヒチの混血を奥さんに迎え

官吏として電信局に勤めているが’

40数年前タヒチに来たという事で語

る日本語も何かタドタドしく感ぜら

れる。この人を除いた他の人は仲々

日本の敗戦を信じなかったそうで，
硬

今にソロモン群島から島伝いに，聯

、鑑詫2
，今哩qf｡夢みざ
民竺､-戸

西

拳

ﾆプ語 雷
一

謹冒

踵＆ ロ ”9

鐘鐸
琴
舞
嘩 塞ぎ

A型改造の第一鐇大山江丸がその等を多量に達し,家禽類も多い｡パピ
処女航海に於てタヒチ島に着いたの一チ港は島最大の港で南韓17度22分

・は昭和濁年8．月10日の事である。夕西経149度33分に位し各国よりの船
ヒチ島の北西岸に位するパピーチ港佛閲西，濠州との定期船，近在の島
‘は，覚めやらぬ街の灯を瞬かせてく々 ､を廻るスクーナーが出入して賑
っきりと舞える山を背景に今我等のう｡気温は年中を邇味大差なく，
前に識たわっている。それは荒天の冬は溺度，夏で32.3度位，非常にし
海を航する事25日，疲れ切った我等のぎ易い所垂ある。住民は約1万5
．の眼に如何に美しく映じた事である、千人でポリネシヤ族に属するタヒチ

ーー

うか。人を主とし,佛人,中国人等も多く又
午前6時港外にてパイロットのヵそれらの混血も多く見受けられる。

ルソン･ルイjス氏乘紹,彼の指令下に佛人は主として本島の指導階級に属
船は珊瑚礁が防波堤を形造るこの天し，中国人Iま商業を殆んど一手に引
然の良港へ静々と進んで行った。港受けている。アメリカ‘，フラソス等
内で税関吏，検疫官乘雑，何れも佛から保護に来る人も多く，又大型ヨ
函酉人で極めて愛想が良い。‘ツト等で大いに海洋生活を楽しみな
赤と白の教会，椰子樹の鋪装道路がら遊びに来るアメリカの富豪もあ

白鳥の饒な数隻の帆船等は嘗て我等る。
，の先輩が語った夢物語を再現する如 私が滞在中も，ロスアンゼルス及

くである。びシカゴから夫々1隻宛型ヨット来′
7時10分，7千噸の互体は埠頭にて居た。垂

戯付けされた｡埠頭にIま日本鰡の入大江山丸はバピーﾁ港に碇隅する
港を見んものと，佛人，タヒチ人，事10日間，その間に於ける思い出話
中国人数千名が並んで本船銭mえてを以下2つ3つ紹介して見よう。
いる。そして驚いた事にはそれ等の 、’・見物人

見物人逹はその日の深夜迄埠頭を去入港の盛観に就ては前に記した通
ろうとしなかった事である。 り。

垂0時4端役開始,締は小野田セ
本船側として参観の希望者は差支

メント3千噸で，人夫は極めて柔順、ない限り許可したのでそれを聞き伝
に働く。午後5時作業中止。夜間作えて蓮日多数C見物人で大賑い。日業 な し 。 ‐ ,

曜日の如き延2千人は下るまいと思
さて私は此処でタヒチ島の概略をわれた程である。何れも出来る限り，・記そう。

盛装喝て来る。フランス政府の役人
タヒチ島は南太平洋，ゾサイテイや，海軍々人迄来た。「美しい」「

’一諦島の中最大の島で，佛蘭西領に立派な船だ」「大した設備だ」を漣
一.､

鰯し'’北ハワイと並び称される太平発する。「一体日本にほこ4な鉛が洋の嬢圃である。椰子，バナナ，（何隻位あるのか？」「まあ50隼は居
バイヤ,マンゴー，砂塘，パインアる。尚どん.どん造りつ畠ある」「,日
ツプル，コーヒー，オレンヂ,綿花・本で造るのか?」「日本で造るのか

｜

’

、
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－
１

－ タ ヒ チ 島 の 思 い 出 一

ツコリと笑った顔が愛くるしい。

「明日おいでよ，案内しよう，写

真も取って上げるからね」「きっと

よ」前に行く同僚達に聞えぬ声で二
人は約束をして別れた。

鶴鴛霊灘妻騨繍
の早降ﾛ迄迎えに行げなかったが，
2時間程して解放された彼の眼に映

じたのは埠頭倉庫の蔭でじっと船を

見つめている昨夕の娘の姿である｡
彼の顔を見ると「知らない」と言

う厳にいやいやをしたが，やがて彼

に案内されるま侭に船を見学し，部
屋で暫く語った後,彼女が画いた言
葉はrヘレオイヤオエ（私は貴方を
愛している)．

翌日叉翌日と船に遊びに来ては散帥同

歩に出掛け，彼女の誘うま、にダン

スに行きそして別れると言う数日が

銃いた。

彼女ほこの若い日本の青年に恋を
感じていたに違いない。然し乍らS

君はよく自省して決してそれ以上進
もうとはしなかった。

「ネエ，ホテルに行きましょうよ
」と誘った彼女を振り切る壕にして

船に帰って来る彼の心中は察するに

抵雑怪奇なもの菰あったろう。
或る晩娘は言った。「私明日の昼

ムシヤ島に帰ります。私は寅方が好
きだったの，然し乍ら思っても仕方

のない事ですからあきらめます。こ
れガ私が量方に送る最後のプレゼン
トよ_！

そう云って彼女は貝殻で作つだ首
飾りを彼の首に掛け「アロハー」と
月の鋪道を向うに去つそ行った。
その翌日。小埠頭を離れたスクー

ナーのデッキで，こちらを向き乍ら

ギターを奏でている彼女の姿を見受
けられたが，やがてそのスク‘一ナー

は次第に速力を増して珊瑚礁の彼方
へと遠ざかって行った。

「もう一度タヒチに行き度い」何

すれ蓮う人は「ポンソワ，ジヤポ

ネ(今晩は日本人)」と云って握手を

求めで来る。、

日本船員が金を使えぬのを知って

わざわざ映画に誘い，ダンスホール
に導いて呉れる人達である。華者も
誘われるま壁にダンスホールに行っ
てみた。

、

「日本の飴員だ」と口々 に瞬いて
、

いる。そして踊ると手をた陰いて喜
んでいる｡,踊子逵も進んで踊って呉
れる6バンドは南国伊緒をかき立て
るギター，ウクレレ等を一きわ謡か
してこの遠来の客を迎える。、

経戦後筆者は朝鮮，上海，シンガ
ポール,フィリッピン,ニューギネヤ
アメリカ北西岸等べ行ったが,-何れ

中4

も上崖禁止，若しくは敗戦の悲哀を
つくづく感じたものだが，タヒチの
みはその禄な気がしなかった。

公園のベンチに止る烏は人影を見
ても飛び去ろうとはしない。、
タヒチこそ太平洋に浮んだパラダ

イスであり，島民も之を唯一の誇り
としている。

こうして害いている私のまぶたに

はあの海岸鋪道と，椰子の上に昇つノ
た満月碇美しい珊瑚礁で囲まれたパ
ピー素港の平和な風景が浮んで来
る。

4．島の娘

S君は或る夕暮時数人の友達と椰
子の並木邇を散歩していた。

「貴方達日本の人ね！こう云って

話掛けた二人の娘がある。
「うん，散歩しようよ」S君は徒

然なるま塾に娘にIvIう言った。『え
皇」1人の娘は恥し気もなくS君と

腕を組んで公園のほとりを歩き出し
た。

「私の家この向うのムレヤ島なの

父さんの仕事の都合で暫くの間タヒ

チに遡れて来てもらったのよ’日本

の船は大くて美しいのれ」語る娘の

繊顔は色こそ黒いがよく整って。二

合腫除が入港して来ると確信してい

たようで，敗戦の実相を話すと驚い

て轄いていた。戦時中は抑留生活を

張いられたが，柊戦後は以前と全く

変らず暮して居り,4月29日は天長節

として島政府公認の有給休暇をもら
い日の丸を掲げて祀賀会を開催して
いるとの事である。

「たとえ戦いに敗れても日本を，

そして我々を馬鹿にする人など一人

もありません。よく戦ったものだと

感心しています。シドニーに行った

特殊潜航艇の率など新聞がデカデカ

と書き立て幾F流石は日本人だ」と

称えていましたよ」と語っていた。
本船は入港の夜会食堂に在留邦人

を迎えて杯を交したが，その中，林
という人がすつくと立ち上り「君が
代」､を歌いだした。

全員何か異常な感概に打たれて之

に和す。舷梯の論をしている税関吏
も感激して総いている。敗戦後祀国
では全く顧み｡られなかつたこの「君
が代」を今，5千2百浬離れた南太平
洋のタヒチ島で聞こうとは'｢日本敗
れたれど｣の感をつくづく深くする。
2．3日後聴いたハワイの'日本語放

迭では「軍繼マーチ」が毒でられて
いた。

私+錫ﾘに軍国主義者ではない。然
し乍らタヒチで鰭いた「君が代」は

我等に何かを示しているのではある
まいか。

S.散歩

1日の荷役作業を経えて夕方にな
ると，船員逹はこび美しい島を見物
に参々 伍々 散歩に出力謎ける。海岸に
沿った，公園に至る椰子樹の鋪道は
最も良い散歩道である。勿締‘日本金
は使えないので土産物等買えないが
それでも我等の眼を慰めて呉れZ美
しい商店もある。面白い事には競輪
がこの島でも行われて居り，散歩途

ノ中よくそのトレーニングを見た率だ
った。

’
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時迄もそのスクーナーを見逢ってい

たs君が，蠕りの航海でロぐせの鐸

に同僚に語った言葉はこれである。
〃，

5．バースデイ

K君は街で或る宥年に諾し掛けら
れた。‐

．「貴方の船を見学したのだけど案
内してもらえるだろうか」r日曜な

ら暇だから来なさい」と約束して別
れた。

次の日曜の朝彼はやって来た。フ
ランスとタヒチの混血である。第2

彰

次大戦に参加して復員後エ場の技師
を勤めているらしじ,。細君はパリか

ら来た純粋のフランス人との事。船
を案内してやると「実に良く出来た
船だ。、日本でこんな船が出来るとは
素賭しい。実ほあの日別れてから友
人のフランス人の所へ行って，日本
の諾員と知り合いになったと言った
ら,次の日曜日が彼の細君の誕生日
だからそれに招たいしようという事
になった｡一緒に行こう」と言う。そ
こでK君は彼と共に行騨って見ると，
既に7．8人のフランス人が集ってい
て，夫々 握手を求めて来る。彼等は
全然英語が話せないので，その青年
が躯訳をつとめる。

「我々 は英語を，貴方はフランス
ﾛd

語を話せぬのが残念だ｣とさも残念

〆

そうに言い，色々と日本の実情を開

いたりした。それから午さん会とい

う事鹸つたのだが,何とK着,主
賓のテーブルに坐らされ，正式のフ

ランス料理に面喰いながらも舌づ言槌

みを打ち大いに飲み，且つ食い，且

つ談じ，無冠の外交官振りを発揮し
たものである。経ってローソクを立

てた大きなバースデイケーキを平げ

た後「フランスの習恢として疵う人

に接吻して呉れ」と言われたK君食
事時のブドー酒の酔いも手伝ってか

心臓張くその奥さんに接吻して，と

薮こおりなくバースデイパーティの

主賓をとつとめ上げたわけである。

最後に記念撮影として彼を真中に，

両側にフランア美人を置いて御互い
に腕を組んで写した写真をb彼はタ

チヒ記念として大切に写真帳に收め
／

ている。

私は色々 な出来事を記そうと思っ

たが’此処でその筆を止める事にす
る。タヒチには全員が夫々の思い出
を持っている。或る者ほその豊かな
果物に，又或る者はそ′美しい動ラ
ダンスに。

然し乍ら私がもう一つ言いたいの

はタヒチは日本の品物を待っている
という事である。本船の揚げたセメ
ントの市価は1袋65フランで，今迄

タヒチが鐡入した,フランス，濠淵

のそれの140ラランに陵べ半値以下，

そして質も勝れているとして評判が

よい。

運賃もアメリカの船の噸当り25弗

に比べ，本船のそれは約5弗との事
／

今後日本の復興に海運が如何に大な

る役割を果しているかを如実に示す

ものであろう。

試みにその比率で1万噸鯨入した

時の両者の運賃を比戦して見給え。

繁者の友人で，スクーナーの般長

をしていたと言うニコラス老人は語

･つた。

「確に日本の品物は安い。然し戦

争前に此処で売られていた日本製品

は除り良くなかった。はっきり言う

なら「安からう，悪かろう」であっ

た。我々は日本の鮭の缶詰がアメリ

カに輸出され，それが再職出されて

タヒチに来るのを知っている。タヒ

チは日本からの品物を心より待って

いる。どうが安くて良い品物を！」

斯くて色々 な思い出を残したタヒ

チ島に別れを告げて,陰8月21日午後
3時,大江山丸はマカテヤ島向け珊
瑚礁の防波堤の間を滑るが如く出帆
して行ったｰ

～~～一一一～～～～－－－－~－－ﾊﾊー v-~い～-~一一讐一,当～一ﾊー ﾍーﾊﾊヘーーーーハ～

句

3．船の安全のために必要ならば船体中央部から順次
脚荷を稜む。

船鯉に作用‘する最大曲げモーメント標準状態(Standardcondition) 船饅に作用‘する最大曲げモーメント

船の縦張力に於て問題になる最大曲げモーメントは普
紹の張力を比咳するために船がある標準の状態にある邇諾体中央附近に起りその大きさは殻の重量配置と浮力時を仮定し，この時に船にかかる荷重から部材に生ずるの分布〔船体形状）とで定まる。応力を罰蝉する。たとえばサギング状態では次の約束をする。、 近似的には次の式であらわされる℃

’・波は船と同じ長さで波高がその'/hoのトロコイド M=三舎
波であって，船のF.P.,A.P､が丁度波の山の上&塁あM…最大曲げモーメント
る位置とする 。 『 “卸.､臨排水量

2．談荷及燃料は満敬とするが，船首尾に近い燃料油L･..船の長さ■＝規槽は筌とする。．

k=係数20『､･25(ホツギングの際）
－－－40－
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造船のコスト切下げは急務の問題であって'綴'その方法
として技術的面に於ては，溶接の広範囲採用が第一に考
えられて居りその他種々の問題があるが，プレス加エは
コスト切下,品質改善,船体重量軽減に利点があるので以
下既に筆者の実施せる実例につき説明することにする。
造船を船体と艤装に分けて，その利用につき説明しよ

七

つ◎

,船竪部門

外板のシヤリングマシンに依る切断，フロアーのビル、

振

屈(Buckling)

細い棒や薄い板を両端から圧縮すると急激に大
きな湊を起す。これを挫屈と言う。（左図）重愛
節約のため部材を細く，薄くしまうとするとき’
この現象のあることは十分注意せねばならない。
引張の時にはこの事はない。長柱に挫屈の起る荷

ぎルドンーランキ

一造船に於けるプレスの利用一

第一1図 津2図

ヂホール，ライト。
ー

水産稜に依る加エ，

トーン久ホールのポンチングマシシ或は

'二，ビームスチフナーのスヵロップ等は

一一～亨､ハー戸－－

0の時と,t=2里なる時のyの値は等
P

しい・この時間2臺婆=T
る。 従ってt==0の時と，

I

cularFrequencyと言う。

t

しい｡この時間¥=T
を振動の周期(PeriodD

と云う｡単位時間には器
だけ同じ現象がくりかえ
される。この数を鏡助数
(Frequencのという。

振動数N=÷=鈴に
対しp=N×2元をCir-
:位相角<Phaseangle)鐸は位相角

戸

V雪欝蛎節蓋鰯誰恵/、
振動(Vibration)

或を現象〔を現わす遼〕が－つのzF極状態を中心と･し

蔑既嘉蹴繍赫震圭競鱒
らの距離が変動する。振子の振動は規則正しい振動であ
るが一般には必ずしもこの様に規則正しくないものでも

と云い,t=dのときのyの値を定める。Aとp(或は
T,N)とで振動の形が定められるので重要な値である単一
弦振動は簡単な式であらわされるけれども’エ学上取扱
う振動はこの形を種々加合して近似出来る場合が多い。

’

振動と称する。 ，渥制振動，自由振動

翠弦振動(Simpleharmonicmotion)振子ｶﾐー 定の振動を胃行うのはぜんまい叉は重錘によつ

振動を数式で表わすとき，一番簡単な形は次式で示さて抵抗による減謹に打勝っているからである。この稼に
れるもので，これを単弦振動という。・振動体に他から蓮統約にエネルギをあたえて躯制的に行

y=AcCs(Pt+oOう振動を謹制振動という。これに対し最初に振動を起す
yなる量は,時tが婚大するにつれて(下図)の如く変ェ珠ルギーを与えて後は自由にしておくときの振動を自

動する｡その最大値はAで最小値は－Aであり,平均値獅動という｡物体を肖由に振動させる時は'その時の
条件によって、その物体に固有な一定の振動数を持つ。は0である。Aのことを振蔦CAmpritUde)と呼ぶo

ptなZ通が2症だけかわるとyの値はもとの値にかえ之を固有振動数(Naturalfrequencyjという。
、

－－－－41－－一
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征来屡々行われたが，これは必ずしも瓦斯切断に勝ると
は云い難い。何故ならば切断或は孔あけそのものは瓦斯

切断に勝るが，素材が重畳物である爲，運識に莫大な労
力を要ずる為である。，

然しブラゲツト，カラープレート等比較的重量軽く同
一寸法の多いものは，デレス加エが非常に有利である。
即ちブラケットを例にとると切断，フランヂ曲，リベツ

I･孔あけ'"ライトニングホール等総てプレスエ場内で加
ｴ出来完成品として船体組立現場に供給出来る｡従って
錘識経路は短く且つ加エは高能率であるため非常に有利
である。更にプレスエ場で完成した部品はリベット，ポ

巍場に於ける務失も少く，船殻作業の複雑さを緩和する
事が出来る。』

造の研究に依り絞り物特清:のシワも全々 生ぜず，従来の
ものと比較にならない製品となる。間加熱は全く行わず
冷間加エである。

叉カールヘツドベンチレーター頭部にしても，従来第
3図を加熱して手加エで曲げ，これに(2)を溶接してい
るが,i/スを利用すれば(1)'2)一体で冷間加エで絞る
事が出来る。

その他水防扉，非水阪扉等の縁曲げは隅のR部と直線
部を別々 に曲げる型を作れば，比較的小容量のプレスで
加工可能であるのみな'らず，殆んど型は共邇で各寸法の
扉の加土が出来る。叉扉中央部のスチフナーは従来スト
リップを溶接していたが，所謂ヒモ出し即ち凸出部をブ
ﾚｽで押出す事に依りｽﾁﾌﾅー を省略する事が出来る
間扉に附属する蝶番，クリップ受等もプレス加エに適す
る。

その他パイプバンド，バイプフラシヂ，パッキング，
ハツチクリート，ボラード，電線布零版,電線バンド，
等甚だ多い。

叉エンヂンルーム，ポイラールームのグレーチングは
従来側板は6～10耗の平鉄を使用し，格子には12へ18耗
の丸鉄或は角鉄を使用していたがこれを側板は第4図格
子は第5図の如く薄板をプレスに依り曲げ〔プレスを使
用せず一般エ作機械卒創建を使用し，ロールで曲げても

～

鱈装部門

遥識に於て最もプレス作業の有利な面は艤装金物製作
にある｡何故ならば繊装金物は比較的軽重量であるたあ
迩溌垂取扱いが容易である事，同一寸法のものが多数あ
る率，手加エは困難である事である6
例としてカウルヘツトベンチレーターの頭部について

検討して見ると，従来は第1図(1)(鋤(8)の三部分に分
けて蜷賠所に依り若干異る〕火床の上で木槌で曲げこ
れを瓦斯溶接で継ぎ更に火床の上で仕上げ形成をする。
哉イズに依って異るがその所要エ数は約2Q工数である。
然'しで出来た製品はハンマー跡が残り甚だ外見が悪い。
最近某造船所で完成した外国船を見学したが全般に非常
に良心的に立派に出来上っていたが，ベンチレーターは
従来のま農であるためハンマー跡が目立ち非常に見苦し

■

ノ

r
‐す＝‐‐

かつた。

然しこれをブレスに依り第2図の祷造で絞るならば，
プレス1台で1日に10個は楽に出来る。即ち半球.（1）を
絞りこれに②(3)と溶接すればよい②3)の加工，溶接
を含めて鋪1図の場合の半分の工数で製作出来る。更に
研究すれば(ユ(2)は一体として絞り得ると思われる。然
も出来上った製品はハンマー跡は勿論なく，又絞り型簿

〆
錐4図

津5函

よい〕溶接又は側阪に長孔をプレスであけ絡予には両端
に耳をつけこの耳を側板の孔に入れ折曲げて組立れぱ工

数は従来と殆ど変りはないが運量は同一蕊度で従来の半
分ですむ。

以上造船関係のプレス加エについて若干述べたがプレ

ス加エで問題となる点は，型の設計製作に特殊技能を必
要とする点と，多愛生産には適するが少数なれば型の製
作萱に喰われて反って高価につく点1である。従って織装
金物を全国的に統一して特殊技能を有するプレス工場に
専問に製作せしめたならば更に良い結果が得られるもの
/と信ずる。（川南深堀造船所技師〕

戸
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第5同船舶工業認係歸朝講演書について

編、 集一 部

去る10月25日迩絵省綴舶局に於て

開催された第5回船舶工業關係歸朝

講波念は，造船關係者数百人の蕊講

者を得て，誠に盛大に行われた。‘船

舶局技術深長奥田氏の開育の辞Iご綴

いて,(1)甘利飛舶局長の「米國に

於ろ船舶ｴ業の現況J'(2)｣東日本戯
工業取締役稻生光吉氏の「米国に於

ける重工業及びガニターピンについ

て」〔3〕‘同稜演造紹所技術部次長各
務孝平氏の「米國に於ろ船舶補機の

萢化」〔の同横潅造鑛所鈑金工場長一一骨

雲淑富三郎氏の「糸國に於ろ鑛舶め
溶接について」以上4氏の講演が行

われた。4氏は何れも去る10月7日
プレジデント，クリーヴランド号で

横瀬に歸朝された方毎で，新鮮な米

園土産を新鮮なうちに披露せんもの

と,‘聴誹の榮を得た編梨者が，筆者

の聴き得た範函で各氏の講演の大寒

・を順を追って御紹介する。

従って内容の誤り共他については

全く編集部の責任で，餓者諸兄の御
寛容を乞う爽錦である。

（1う米國におる矧繩工業の現況
〔甘利昂一氏〕

6月28日調田を出発，シヤトル，
サンフランシスコ，シカゴ，ミルオ

ーキー,’クリーブランド，ウオシン

トン，ニューポートニュース，ノー

フォーク・フィラデルフィヤ，ボス

、トン，ニューヨーク，此処から英国
へ渡り英首都ロンドンを訪れ再びニ
ューヨーク，クリーブランド，シ

カゴ，サンフランシスコ，ロスア

ンゼルスを経て繊浜に帰った。この

間約100日間の見学である。造艦所
としてはベスレヘムスチールのクイ

ンシイ造船所及びニューヨーク・シ
ツプビルディング・コボレーシヨン

(N.S・lC,,サンシップビルデイ

1

」

ングCc.(S.S.C)・ニュー・ポ

ートニュース・ジッブビルディング
・ドライドツクCo.<N､N,S.C)
の四大造船所の他にトツド・シツプ
ビルディング．アンド・ドライドツ

クCo.(T.S､C)やインガルス・

シツプビルディング・コポレーシヨ

ン(1.S.C)等の修理造船所を見
学することが出来た。

この中[S.S､C)は現在建造中
の船がなく,(N.S､C)に於ては
28,000Tタンカー2隻,121600GT

貨物船2隻,(N.N.S.C)f48,0
00T客船<I．S､C)でC－3型貨
物船を建造中であった。米国造艦工
業の戦前と職後を2,000T以上の船
を遥る造船所について比較すると，
戦前は海軍工廠が8，民間が2鐸で
あつ:たが，峨季中政府が10億r,300
万ドルの投賓を行って，この中90％
童でを新造船所建謎こ使った関係で
造船所が99ケ所に激増した。蕪って
蛾時中約5,600万D/Wの民間船を建
造したが,,この中4,160万DIWまでが
新造諾所で製作されたのである。そ
の他約錨0万Tの軍艦，240万Tの
輪謹皆を建造した。戦後これら新造
鰕所ぱ政府素本で建てたものだけに
処分も亦簡単で，木材・謬詰工場等
に転換したりa閉鎖したりしている
麹§関係人員も戦前の10万人が戦時
中Iの170万人に激増し，現在は13万
人程度となり，この中半分は工廠で
ある。船舶そのものも大部分は繋船
されていて,繋船船細2,000,隻で，
これが9ケ所の指定徒泊地に繋がれ
てい､る。即ち現存民間船としては，
稼動船舶1,386隻1,600万DW繋船
12400～1,500万jn,合計3,000万、ノ
Wになっている。大体撤物船が大部

分の為，客船の不足を来し，この為

一一一、43－－－－

＝L一一一一

現在‘6隻p客船が建造されている。
この代表的な智のが，前述ニューポ
ートニュースの客船である。船価の

箱腰はこの殻が7,000万ドル位,20,
000T級で2,000万ドル位である。諾

の型式を示すのにP6-S4とかC3sI

とか書いてあるが，始めのPはP琴

ssenger．CはCargoの略，次の3

とか6は船の長さを示し，1が400』〃

9が450～500ﾉ･位になる。次のSは

ズチーマーMはモーター，ヂーゼル

等の溌関種類，次の数字は例えばS
1はスチーマーのﾕ0人以上の溶篝

で客の定員数を示すものである。前

述建造中のC-3貨物殻では前後部を

夫々ブロックとして全嶽妾で組垂で

中央部も殆ど溶接であるが，外板の

シーム,を坐から8列鋲付して，ウエ

ルドによるクラッチを防いでいる。

各ブロックはクレーンで船台に積逢

まれるのであるが，クレーンの容量

としては30～40T|位が一番多い，時
には75T,150T×2台の如きもの

も見ることが出来るが，ヤードのグ

p'一ンとしては二重底，バルクベツ

ドが大体30T位の単位になるので40

T容蚤位が一番使いよい様祷舌であ
った。自動溶接磯としてはリゾデ（
Linde)の製品が大部分であるが，

何処の造船所にも4～5台はある｡

然し戦時中の多蛍生産が経っている

現在では殆ど使用されていない。全

溶棲量の10～ﾕ5％にユニオシメルト

が使用されるに過ぎない。日本の造

船所と大きく異る点は人員を簡単に

整理出来ることであろう。例えばサ

ンシツプビルディングでは戦時中38

,000人現在5,000人で閑な時期には

1,700人位になり，アメリカンシツ

プヤードでも現在250人位で，5月

~11月に1,700人,12月～4月5,60(

刃
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人位であった。即ち忙しくなると人

員を増し,･閑になると渡らすことが

出来る。これは失業保瞼制度が確立

、している為で，失業中も平均20～25

ドル〔毎週〕即ち月3,5000円は貰え

るので夫婦2人の生活は楽に出来る
のである。

叉'翠年の至員の最低給が,時間
70セントであったが，現在は1ドル

60セント位で，月250～300ドルにな

るので，住宅費50～60ドル，貧裁50

～60ドル，自動車維持喪50～60ドル
としても足代塁電気代等は非常に安

いので，生活を楽に楽しむことが出

来る。まあ現在の日本人は殆ど全部

米国の失業者であると見れば間違い

ない。鉄鋼材はトン当り72～83'ドル

位で27j000円であるから日本と変り
はないが,結局工賃で船価が高くつ
くわけである。造船所の施設はニュ

ーポートニュースが一番良いように

思われる｡材料置場,組立工場錯
台及び組立場等の配置は理想的であ
る。大体港zk前にエンヂンを積み込

んでしまう様である。現在建造中般
舶のボイラーは600ポンド850.Fが
普通であるが，陸上では1,770ポン

ドユ050｡Fのものまで出来ているか

ら,將来は鋤高圧高温ボイラーの
使用も実現する可能性がある。

（2）米国に於ける重エ業とガス

タービン〔稻生光吉氏〕

旅程は各務氏と殆ど一緒で，行き
はプレジデントウィルソン号の紋路
をつかった。サンフランシスコ，ポ
ートラン･ド，レン､トンゥアストリア

ミルウオー託一シシヵゴ，デトロィ
ド，クリーブランド，バファロー，
ニューヨーク，シエネ,クタデイ，フ

ィラデルフィヤ，ニューポー1,ニュ

ース’ウオシントン，ノーフォーク
オクラホマ，ロスアンゼルスの順で
ある。見学したエ場は,‘船舶関係9
車禰関係4，発電所原叩機関係9．
ガスターピン6，水車，水力発電所

グ

I■■■ヨ

■

4，ヂイー讃ルエンヂン関係4，其

の他で，全部噂0～40位のエ場見学
を行った。先ず往航のウィルソン号

に於てどうしてタービン(G.E.)

を使用し，エレクトリツクプロバル

ジヨンを使用しているかと云う質問

に対し，溌関長はヂーゼル油の高い

こと，維持識が安いことの他にヂイ

ーゼルはタービンに較べて周囲がき

たなくなると云う理由であった。成

程米国では船中でもエ場内でもたし

かにきたないものを極度にきらう米

人の性絡が示されていて面白い。エ

レクトリツクプロパルジヨンに対し

ては，確かに燃料消費量は少いが，

値段も高く重量も大で決して好まし
いものではない｡,噛険箏中歯車ェ場

が不足したため仕方なくこれを使用

していると云う。そしてこのエレク

トリツクプロバルジヨンが最も理想

的なものはフェリーボートやタグボ

ート零あると云っていた。以上は船
舶に対してであったが，車輌用原動

磯としてはステイムが少<なり，ヂ

イゼルの進出が目立っている。ディ

ーゼル磯関車の2,400HPのものが，

使用されていたが非?緑ｽﾑー ｽで

列車がいつ走り出したかわからぬ位
であった。自動車はやはりガソリン

全盛で大型バス，トラックにだけヂ
イゼルが混用されていた。これらは

勿論国状によって一概に良悪は定め

られず,燃料の経蜜,人件費,農械
力等凡ゆる面から検討さるべきもの

であろう。陸上ボイラーの発達は目
ざましいものがあり，ニューヨーク

近くの某発電所で125.,000KWの発
電機に対し，1,770ポンド1,050｡F
のボイラーが使用されていた。

ｶｽﾀー ビﾝ会祗は朝鮮事変以粂秘
密で中々 見学が難しいのであるが，
グリフイス会耐の好意で早手廻,しに

海軍省の認可を得てくれたので見学
するにとが出来た。ボーイングの自
動車用ガスタ.一ピンは試作中のもの

一一一44－－
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であるが,175HP.ディーゼル油使

用，コムパスシヨンの温度1,550｡F

コムプレツサードライブ36,000r.p･

諭バウワテタービン25,000r.p.m重

量200ポンド,大きさ左右3尺位で，

燃料渭費量はヂーゼル磯関の2倍位

になるが，將来大型トラック等には

充分使用される可能性がある。ミル

オーキーのアライス・シヤルマー製

作会祗で微粉炭使用のガスターピン

を機関車用に試作していだ。出力3,

750HP,入口温度1,300｡Fで確に

將来性は充分である。將来は現在の

駿関車2,400HPに対し,4,000~

5,000の大馬力が得られるであろ

う。次の除去装置等非常に好妙なも

のがあった。この他のG.E.ガスタ

ーピン，エリオツトの舶用ガスター

ピン，ウエスチシグハウスの嬢関軍

用のものがある。このようにガスタ

ーピンは相当各方面に発展する可能

性があるがジ発電所用としても維持

喪が低廉で將来性がある様である。

米国の研究所の施設が完備している

ことは誠にうらやましい限りで，

G.E・附属研究所は3～4000坪もあ

り材料,電気,水力等にわかれ,直
流，交流は勿論，任意のサイクルの

電源が各室に得られ，凡ゆる温度の

水も，圧縮空気も自由であ･り，エ作

エ場もあり,小さな鋳物,創作業，ガ

ラス細工も出来る。エリオツトは小

さいが，この程100万ドルを投じて

舶用ガスタービン用の研究所を建て

ている。造船造農関係の研究所も完
備していて，使用者側も大きな理解

をもって試作研究に協力している。

自動車は3～4人に一合と云われ，

家庭の炊事，工場内の自動販売験等
生活が密接に機歳と結ばれている。
精淋的なカルチャーの問題もここ30

～40年の間砿に著しい進歩をとげて

いる様に見うけられた。

（3）船舶用需穰の交流化

〔各務孝平氏〕
F
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ツタ-10名位,取付工400名位になつ‐

ている。叉上部構造の薄板のウエル

ドは歪が大きく，歪取りの工数が溌

料の節約を上廻る可能性があり，こ

の為ｴﾉg"以下の板厚はリベットすべ

きだと云う意見が狸いが，未だ実現

されていない｡造船所の設備は,前述

の三大造船所に於ても決して新式磯

械は採用していない。昔のエツヂプ

レーナー等を活用していて，自動ガ

ス切断験も'1､型のボーターブルのも

のは使用しているが，要するに多量

‘生産のストップした現在，新式駿械

曜入の為の費用節域に勉めているこ
とは考えさせられる。日本でも最近

使用され始めた，開先切断の為のト

リツプルトーチカツテングはよ-く使

用されている。開先の準備は中々 夫
掛11に行われ，内業で90％までやり

あとの10%が現場で処理き屯ている
現状である。隅肉溶接の自働溶接は
していない。ウエルヂングポジシヨ

ナーも除り大掛りなものはな/く，睡

単なボジシヨナーを狸って使用して

いる。溶接定盤は重要なもので，一

番立派なものはニユ全ポート・ニュ

ースで見ることが出来た。これは6

尺間隔にセメントブロックを平行に

並べ，この上にクロスしてチヤンネ

ヤ材を敷きつめたもので，チャンネ
ル材の間隔を3‘4"にしている。各造

船所とも溶接の地上組立場と般台の

地上面識の比を出来るだけ大きくす

る様工夫しているがニューポート・

ニュースで“％，インゴールで40露

ニューヨークで23姥になっている。

クレーンの容量に関しては前に甘利

氏の述べられた通りであるが，日本

の課にハンマーへ'ツドクレーンを用’

いず,Potalクレーン又はWhirling

クレーンと呼ばれるものが大部分で

ある。これの比較は一応の検討を要
する問題であろう。

〆

を行い,ロスアンゼルスのチェリー

リベット会献や，スタッドウェルド
の会祗も見学することが出来た｡＞
一般的に見て戦時中100％ウェル
ドであったが'，リパテイ鋸の事故等
の経験から叉リベットにかえって来
た観がある。現在90～95％で安定し
ているも先に甘利氏の講演にもあっ
た巖に,CS3貨物船も一部鋲構造誉
採用している。即ち中央部の外板の
シームがリベットされ（ツトの溶接
とクロスしている。1937年サン造総
所のバンダイクが建造された時は現
在と全く反対に，飴首部と船尾部が
リベット篇造で中央部がウエルドさ、
れていたのは興味のあるごとである
コルゲートバルクヘッドについては
船主で要求しないものもあり，現在
養否両論である。アルミは船体上部
構造に使用されているが，･これの溶
接は彊度上不安の為鰯全部鋲講造で
ある。不活溌性ガス溶接は船内艤装
には使用されているが,遥船にはつ
かわれて居らず；ステンレススチー
ルが使用される時律力を発揮するこ
とになろう。スタツドウエルドは造
船にも非常に活用"されていた。大体
米国では溶接の検査が甚だ広く行わ
れていて,X線，γ線，￥ラヂウム線
の検査法が発達している。28,000T
，タンカーで300ケ所位X線で擁査し
ている。吻は船主に対しての信用
上ぽかりでなく濁妾工の技術向上に
役立つこと大なるものがあらう。
ロゥ・テムペラチユア・ストレス
‘レリーピングは溶接残留応力の除
去に役立つが,高価の為,案出者であ
るリンデと海ﾝシツプの他は使用し
ていない。船舶の90～95％溶接にな
っている原因は，単に船価の低域の

駕難蕊鯛駕蕊
さない為もある。考えさせられるI問

賢轆蟄蕊競職讓

米国の補磯交流化は，海軍では15

年来実施されており，コストヵード

の船では1930年来使用されて好成績

を得ているが，全交流化の例は極め

て少く,.ﾕ918号こ1隻,ユ91§年に6
隻，1939年に36隻が全交流化された

例で，この中大体はタンカーでi疑物
船は2隻しかない｡他の船舶は大体
甲板補磯は直流を使用しているもの
が多く,大部分の雛はこれである｡今
回往復に乘船したプレジデント．ウ
ィルソン及びクリーヴランド号では
A.C.D&C.の発電磯を一軸に結

合しタービン駆動しているが，甲板
の揚鐡幾はやはりD.C.である。従
って米国でも揚貨験の交流化は未だ

理想的なものが出来ない点，我国と
同檬である。電化の問題はフオツクや

スとコールマンの論文がSocietyof
NavalArchitectureandMarine

Eng.に出ているがこれにつきるの
ではないかと思われる。ウエスチン
グハヮスの標準データーによると，，
直流使用の場合と交流使用の場合と
〆を比較して，重量に於て25％軽くな
り，価格で23％位安くなることが示
されている。大体1童W当り17,000
円位安くなるわけであるP叉現在日
本のデーターでスチーム補職(60K
×2台，と電化補職(100K3台〕と
の価格を比較すると験関室だけ電化
して7.5％高’全部電化して25.罐
高となっている。

結論として3～4,000HPの黄物
船では,壊関室のみ交流化し，甲板
補機はスチームの揚演磯を使用し，
大型鉛では甲板補磯を直流で電化す
るのが良いであろう。何れにしても
溌関室は追々 交流に向ってすすんで
行くであろう。

〔4う米国に於けち船舶の溶接
〔雲浬富三郎氏〕

大jI､造船所の見学は勿論ぅ溶接及
び溶接誤械のメーヵーェ場を見学し
た。又リンデの自励溶接技術の実習

乱

｡

I
ー

1
－ 4 5－

1

’一 二二



’

、

‐

ノ

一‘ 船 の 科 學一
、

1－現代の話題
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斗

原子力時代に寄す，

L=

、

今回の世界大戦に於て原子爆弾が

塾現して以来，人類は原子力時代に
はい？た,とよく言われている。現代
蜂些を受けた我々は，原子力なるも
のを知り，且これを利用する権利を

有しているのである。併し乍らその

反面，我々は原子力を正しく理解し

而してこれを人類の幸禧に導くべき

重大な義務をも有していると言わね
ばなるま､､。原子力が先づ破壊的
な形を採って現れた事は，確かに人

類の大きな不幸であった。けれども
原子力ざ,破壊的な方向に向わせる
か，建設的方向に向わせるかは，唯
人類の意志に基くのであって，原子

自身の全く関与しないところで?ろ
．う。我々 は原子力に対して正面から
砿組むべきであり，決して真実を逃
遜しではならぬ。原子爆弾の出現は。
あくまでも課題であって，解答でほ
な'いのであるから。

籾て”我々 が原子力の真の意義を
把握するには，先づその物理学的な
根拠に就て正'しい知識を持たねばな
らない。原子力の基礎に関する考察
は相対性理論，遼子力学等現代物理
学の最尖端に関聯している為，一段
の人々 に-1雲分な理解を求めることは
,困難であるが,･近頃多数出版されて
いる啓譲番に依っても，一応の瞬明
は身に藷け乙率が出来るであろう。
そうして原子力'の応用が幾多の部面
糎大な期待を寄せられている事も明
らかとなるに蓮いない。ところでこ
こに注目すべき問題は，世間でIま原
-f力なるものがあまりに過大覗され
諏秘化されている事異である。無知
の為に秘密を作り，それを刺秘化し

一

h

高 野義郎

ようとするのは非科学的な段階と言

わねばならない。我々は20世紀の榊

話を創造してはならぬ。日本の敗戦

はアナクロニズムの悲劇であった。

再び二れを繰返すべきではない。原
子力の限界を知り原子力の迷信を打

破する事こそ，真の科学的な態度で

はなかろうか。我々は以下に於て2
◆3のトビ.カルな問題を検討するこ

とにしたい。

厚子煙弾は地球の爆発に導

くであろうか？

この疑問に関‘しては先づ原子爆弾

の発生するエネルギーを考えてみれ

ばよい。その爆風は以前の爆弾に較

べてみると，約2万トンもの弾力爆

薬に相当する。併し乍ら原子爆弾と

錐も自然の威力の前にl姪く比瞬Z

ならないのである。例えば大地鰹は

原力溌剛の何万倍ものエネルギーを

持ち，礎風のエネルギーは原子爆弾

のエネルギーとあまり蓮わないにし

ても，その被害及ぼす地域は遥かに

広大である。街，水素溌弾は以前の

原子爆弾よりも更に大なる力を持つ

ものであるが，決して地球を破壊す

る程のエネルギーは生じないであろ

う。

次に原子爆弾の速鎖友応が鴎鯉物
賀以外'ども機がり，塗には地球が爆
発するまで続きはしないかという心
配がある。謹鋤反応とは，例えばウ
ラニウム235に中性子が当ると，ウ

ラニヴムの原子核は二つに割れて，

同時に2箇乃至3箇の中性子が放出
される．そうするとこれ等の中性子
が更に他のウラニウム原子稜に当る

-－－－46－
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という風にして4稜反応が蓮鎖的に
起ることである。従って迩鎖反応が

起る為には,分裂後に最初の中性子

の数よりも多くの中性子を放出する

'物質でなければならない。斯様な性

質を有する物質はウラニウム235，

プルトニウム等数種のものに限られ

ている。その上，放出された中性子

が他の原子稜を破壊しないで原鯉物

質の外部へ逃出し，全体と‘しての中

性子の数が減少す'る様な郡のない為

には，一定鐙以上の反応物質を，一

定密度以上に集めねばならない庭と

になる6因って原子爆弾が掌中で炸
裂しても水中で炸裂しても，周囲に
存在する空気や永や食塩等が連鎖反
応を起す心配はないのである。

叉，太陽を初め多くの恒星は，水
素爆弾に似た原理で自らエネルギー

を発生,している。併しこの反応は水
素爆弾のもの程激しくはなく，それ
が継続される為には，反応に与る物
質〔水質，外に衆素或いは窒素が触

媒の如く作用する〕の莫大鐙が存在
すると共に，非常な高温〔約2千万
度〕を必要とするのである。

残留放射能は長期間に互っ
て有害であるか？

最初に原子爆弾の筌中炸裂の場合
を考察してみよう。爆発直撲のあの
奪雲の中には，約数千トンのラジウ

ムに相当する放射能がある。後に述

べる橡に"燭舘眉は時間と共に減装す
る3であるが；初めの数時間内にこ
の愛と接触すねば，致命的な放射線
を受けることになる。斯蟻に原子雛
弾の空中炸裂に際しては，放射性物

口
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質は多く雲と共に蓮去られるから，う。又一方海水↓こ含まれた放射能は
地上の汚れは比較豹少い○日本に於そα流動性も手伝って，比較的連か
ても地面や普邇の建築材料は，原子に弱くなる壕である。

爆弾の爲に長時間人体に危険を及ぽ一般に放射能は時間と共に減衰す

きぅして繊爆蝿の復興は数箇月以内鵡鰯患誤繊蕊す程の放射性は帯びていなかった。

に始められたのである。更に雲からが，通常種々 の原子稜分裂生成物の
落ちる放射性物質が問題になるけれ壽命は極く短い。そしてこれの按雑
ども，各地に於ける落下物の放射能な混合物の放射能は,大約時間に逆

礎髻窒篭鯖歸鮭篭､織蕊藻副鰯潔§
ので，その放射能は非常に弱くなつジウムに相当する放射能を持つ放射

性物質が出来たとする。然る時は,0ている。

第二に水中炸裂の場合を調べてみ分後にそれが10トン分に減り,.1CO
よう。ユ946年7月25日ビキニ環礁に分後庖は1トン分，….,.という様に
於て世界の注覗の内にベイカー試験なり，1年間も経てば非常に小さい
が行われた。その繧果に依れば，原効力とIなってしまう。従って大低の
子爆弾の水中炸裂は渠団総脚色対し放射性汚染は長時間放置することに
て大さな被害を与える事が分る。水よって清められるのである。
中炸裂の場合には,塞中炸裂と異な
り，生.じた放射性物質が殆んど水中、方射線は人体に決定的な影

饗を與えるであろうか？
に残るわけである。併し放射性汚染
が甚だしい為に’再使用不能になる原子爆弾に因る直接の傷害は実に
飴の無かった事は，注目さるべき蕊生々 しい印象を与えるものであるが
実である。唯アルファ放射性物質に更に迩伝の方面にも重大な問題が残
汚された場合は相当厄介で過る。っている。例えば放射線の篤に遥伝

これは未爆発の原爆物質が飛散した因子が変化を受ければ，突然変異の

ものだが，．他の放射性物質と異なつ巌な現象が起るに違いない。既に植
て長い間放射能が減衰しないのであ物の方ではそれらしい変異が認めら
る．･アルファ線は短い距離しか飛ばれている。従って人間の場合には異
ないので，体外的な傷害を与える事常見の生れる可能性が砿かに存在す
は先づないが’一度体内に入る〈二恐るわけである。けれども実際のとこ
ろして害を与える。従って砂磨きとろ今迄日本には,遺伝的な大変化の
か識騨とかの方法で放射性物質を除例はないと言ってもよかろう。併し
去しなければなら'ぬ。原爆に因る津これは長期間に亙る研究の維果明ら
浪で陸上の家屋が汚された場合に'もかにさるべき事であって，誇大に宣
伺溌な手数を必要とするので'ある伝したり，簡単に軽腿したりしては

ー

11月のニュース

アメリカ帰朝談

遥殻用木材の薬
改造船エ事方針

I

（

一原子力時代に寄すき

なるまい。又その他に，放射線が癌

の発生する原因になる場合もあるか

ら注意せねばならぬ。

以上我々は原子力の限界に関して

科学的な考察を加えて来た。そうし

て原子力の前途に対して，真剣なる

関心を寄せずにはいられないのであ

る。ここに一考すべきは，原子力の

悲劇を最も切実に体験している我々

日本人が，その敗戦国民たる故に，

將来原子力の進むべき方向に関して

何等の貢献をも，為し得ない率であ

る。これは現代日本の最大の不幸で

はなかろうか,我々 日本人も戦勝国
民と共に，人類文化に対するこの至

難なる義務を，分担したいものであ
る。勿論我々は瓶る中心からの希望

を掲げると同時に,･自ら省みてその

負荷に耐え得るだけの蓑格がなくて

はならぬ。日本人の大部分は原子力

、を単に恐怖の感情にのみ留めている

のではなかろうか,叉流行のルポル
タージュに,センチメンタル・ヒユー

マニヲ謬入の涙を楽しんでいるだけで

はなかろうか。消極的に妥協する事

は比較的容易である。けれどもお得

意の東洋的諦観は暫くお預けにしよ

う。矛盾はあくまでも矛盾である。

我々人類は,自らの運命を穣極的に打

開しなければなならいのだ。我々は

原子力の意義を確実に把握し,､そし

て大なる意味のヒューマニズムを，

科学文化とモラルとの一致を追及す

べきではなかろうか。

〔繊浜国立大学助教授〕

選一蕊一室今-畳
解説：…．．………･…．
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創刊2周年割引講入券

本誌に挿入しました振替用紙御使用の上

御申込の方に限り振替用紙裏面の如き書

籍を割引値にて御暹附致‘します。 思い出すままに…･･･…････････…･･･
彊洋丸の引揚作業…･･･････…･･･…．

吉田精顯

･中山修三

･迩雛省船舶局
･頑田烈
･辰己清泰
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船舶用語委員会運識省諾舶 局自立経済審議海運分科会船主協会
電気部会C震）・27造船業合理化審議会第2部会運輸省
諮舶規格調査会電気委員会．海事振興会詞1I分室麻縄規格麻縄会館
日本錯舶エ業標準協会創立総会エ業クラブ：28永品氏アメリカ事情説明会運輸省詔舶局
熊舶規格 調査 会総 会〃 軽合金委員会幹事会
鋼管専問委員会〔標）丸の内糯謹軒jl29ユニオンメルト実用化研究会・錘材クラブ
管溶接専問委員会〔標）安全研究所10．3溌関部委員会船舶会館
鋼製ドラ'公専問委員会日本鉄鋼製品会館、リンデ会祇技師招待打合会運識省船舶局
総舶用軽金属委員会木挽館 、 4 第 4 回 鋸 舶 用 語 専 問 部 会 〃
照明用ガラス専問委員会C標）石川島造船所、5鋼管専問委員会分科会丸の内糒義軒
日本舶用発動磯会技術委員会、6大型舶用磯関座談会早稻田大隈講堂
標準会議建設会館、7甘 利氏 横浜 着
造諾用自動溶接撲実用化促進委員会日本鋼管、9石油製品使用合理化委員会蓮鰊省諾舶局
洋白リン青銅専問委員会C標）日本伸銅協会．、10電気委員会小糸製作所
耐蝕耐熱簿専問委員会(標〕．日本橋会館造船用鋼材研究会第1部会．日本鋼管
アンカー専問委員会三洋商事、12造詔技術審議会迩瞬省船舶局

殻用品専悶委員会〃、13日本船舶工業標準協会第1回理事会船舶会館
圧延鋼材専問委員会束都製鋼、17造船用木材使用合理化委員会東日本繊浜
造船用木材規格研究委員会経理案審議，．‘18銅船規則樫関及電気改正委員会海事協会

亀

運瞬省船舶局、23謡舶部会・

船舶規格調査会壌関部会関西部会川崎藍船、24第19回船舶用軽金属委員会
溶接部会第3回研究会(生産技術協会〕日本クラブ 、26日本瀦舶工業標準協会磯関部会関西部会

洋白リン青銅専問委員会 中日本淋戸

管溶接委員会安全鍔研究所〔標）は日本エ業標準調査会の会議を示す。

船舶 部会運鰄省船舶局
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編集後記本誌が創刊して,早くも2年の歳月が流れ，

その間日本の造船界，海運界の発展も亦めざましいもの

がある。こ陰に創刊2週年を記念して，外航配般特集を

計画した。この問題こそ，日本造船界，海運界の生死を

決する大課題であるからである。然し乍ら，現在では米
■ , ＝ ー ー

国の好意によってかろうじて立上ったぽかりの我国であ

るだけ,に，養料も少く，その発表も砿重を期さねばなら

ぬ時期である爲，満足な編集が出来なかったことを御詫

びせねばならない。こ挫に斯界の外航に於る躍進的発展

を所りつ蚤編集を柊る。

豫約賎讃案内種々の都合で市販は極く少數に限ら200倒

れ誉…本議鱸爆御諭望…直鍵鯵倉宛…“撫蕊,{;篭柵卿蕊,
下さい。バックナンバーも備えてありますから御事込み譲約者に限り前定価65円のまま糖算致し謹約金切の際は御
下さい。邇知します。

/

襄溌織鑿鑿宴術篭層籠船の科學繍鵜淵:鶉(鯉鐺溺鍋）
蕊簿載第3巻第,11號<Nob25)定便70圓

｜雷集ふ嘉卿墓
發行所船舶技術協會

東京都港匪肺布霞町19

振替口座東京70438
電 ・話赤坂（銘)．470 1

9
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納入後のサーヴィスも當耽にて黄任を以って溌施
してA';,ますから御安心の上抑相談下さい

｜栗原丸ビル・大阪阪艸ピル・名占屋南大赤通り
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食料貯熾。案氣調整装置。飲料ﾉk冷却

アイスクリーム製造・アイスキャンデー製造

製氷並アイススケート・薬品虚理
冷凍食品製造・其他一般瞳用

日本冷攻機製造協會會員

本社施設部県京都f･代田脳IwIII田鍛冶町3の1

電賭紳田(26)3338･341'1

細阿大抑ピル・庚島餓砲町

三菱電機柿裁會耐
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